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各構成機関の令和元年度の取組状況及び 

令和２年度の取組等について 
 

  

資料１ 

資料１ 



－ 2 － 

 



－ 3 － 

 

【広島市自主防災会連合会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ まちあるきや防災マップの
作成等を通じて，地域の災害
危険箇所，避難場所や避難経
路などを確認 

・まちあるきや防災マップの作
成に関し、多くの住民の参加
を促し、地域の災害危険箇所、
避難場所や避難経路などを確
認した。 

 

察知する 

○ 災害時における地域の連絡
網に固定電話に携帯電話を加
えた情報伝達連絡網を作成 

 
○ 広島市防災情報メールの登
録奨励などを通じた，災害時
に必要な情報の伝達・共有 

 
○ 防災受信機の利用促進 
 
○ Ｗｅｂカメラ設置の検討 
 

・防災訓練時に防災情報メール
による訓練開始の伝達を行
い、受信できているか確認し
た。 

・危険区域に居住する住民に対
し、広島市の防災受信機の利
用促進制度について普及し
た。 

・広島市の防災ライブカメラの
設置制度について、住民へ周
知し、設置を促した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
【新規】 
○ 広島市防災情報メールや避
難誘導アプリなど，災害時に
必要な情報の入手手段の確保
について周知する 

行動する 
・ 

学 ぶ 

○ まちあるきや防災ﾏｯﾌﾟの作
成等による災害危険箇所等の
確認（避難経路上の危険箇所
や迂回路の有無などを含む。） 

 
○ 自主防災組織等による防災
訓練や防災研修会の開催 

 
○ 地域の各種団体と連携した
防災訓練,地域の特性を踏ま
えた防災訓練の実施 

 
○ 子供も楽しめる防災訓練・
フェアを実施 

 

・まちあるきや防災マップの作
成に関し、多くの住民の参加
を促し、地域の災害危険箇所、
避難場所や避難経路などを確
認した。 

 
・市内各地で小学校区単位の連
合組織がそれぞれ防災訓練や
研修会などを実施した。 

 
 
 
・防災訓練実施時に子どもが楽
しめる内容を取り入れた。 

 
 
 
 
   

備 え る 

○ 避難場所までの避難が困難
な場合などに備えて，一時緊
急退避施設（商業施設（駐車
場，マンション，社宅等）を
確保 

・まちあるきや防災マップの作
成に関し、多くの住民の参加
を促し、地域の災害危険箇所、
避難場所や避難経路などを確
認した。 

・市内各地で小学校区単位の連
合組織がそれぞれ防災訓練や
研修会などを実施した。 

・防災訓練実施時に子どもが楽
しめる内容を取り入れた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
【新規】 
○ 非常持ち出し袋や家庭内備
蓄の準備などの周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
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【広島県消防協会】 

行動目標 取組内容 
令和元年度の取組の実

施状況 
令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 地域と連携した，ハザードマップ等を活用

した防災訓練による災害危険箇所等の確認 

 

○ 地域住民の方と消防団（団 

員）が一緒にハザードマップ等を活用して、

まち歩き等を実施し，危険箇所等の確認 

  

 

 

 

 

 

 

 

察知する 

○ 県，市町等が発表する防災・避難情報の伝

達手段及び住民の自主避難体制の構築 

 

○ 左記の取組を実施 

した。 

○ 継続して取り組む。 

行動する 
○ 避難行動要支援者の把握及び避難訓練の

実施 

○ 左記の取組を実施 

した。 

○ 継続して取り組む。 

学 ぶ 

○ 地域で日常的に行われている行事にあわ

せた訓練の実施（例：とんどでの消火訓練，

炊き出しなど） 

 

○ ホームページを活用し，市町で独自に取り

組んでいる活動の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備 え る 
○ 消防団が所有する機械器具を活用した避

難支援体制の構築 

○ 左記の取組を実施 

した。 

○ 継続して取り組む。 

 
 
 
 
【広島県女性防火クラブ連絡協議会】 

行動目標 取組内容 
令和元年度の取組の実

施状況 
令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 自主防災組織等と連携し，防災マップの作

成及び災害危険箇所を確認 

 

地域，行政等と連携し，地域住民に対して災

害危険箇所などの確認を働きかけ 

○ 自主防災組織に依

存する事も多く，単

位クラブとして活動

するのが難しい状態

でもあり，活動に差

が出ている。 

○ 自主防災との連携は 

益々重要性を増している 

ので続けて，つながりを 

大切にしていきたい。 

 

察知する 

○ 災害発生の危険性を察知した際には，近隣

への声かけによる避難誘導をきめ細かく実

施 

 

○ 左記の取組を実施 

した。 

○ 声かけは，私達に出来 

る大切な避難誘導の手段 

と考えているので，きめ 

細かく，これからも心が 

けていきたい。 

左記の取組を 

実施した。 

左記の取組を 

実施した。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
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行動する 

○ 地域住民とのつながりを深めるため地域

で開催される防災訓練等への積極的な参加 

 

○ 日頃から，日常会話の中で，防災に関心を

持ってもらえるよう取組を実施 

 

○ 他県との交流を行い，防災設備の見学等を

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  ぶ 

○ 自主防災組織，消防団等と連携し，防災訓

練等に積極的に参加 

○ 左記の取組を実施 

した。 

○ 地域に密着した活動を 

継続して取り組む。 

  

備 え る 

○ 非常持出品（非常持出袋）の備えを促進 

 

○ 左記の取組を実施 

した。 

○ 継続して取り組む。10 

年を経過した住宅用警報 

器について注意を促して 

いきたい。 

 

 
【広島県社会福祉協議会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

学  ぶ 

○ 地域における防災・減災活動の推

進支援 

・ 市町社協等が実施する災害ボラ

ンティア講座等を通して，7 月豪雨

災害を踏まえた防災・減災につな

がる平常時からの住民同士の支え

合い活動（例；地域における見守

り活動など）づくりを支援する。 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

備 え る 

○ 災害ボランティア活動に係る資

機材ストックヤードの維持管理 

 

 

○ 被災者生活サポートボランティ

アネットワークの強化 

 

○ 災害時における福祉分野の相互

支援体制等の構築 

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位クラブとし

て取組を行った。 
継続して取り組む。 

左記の取組を実施した。 継続して取り組む。 
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【広島大学】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 
令和２年度の取組

内容等 

知 る 

○ 平成 31 年度新入生に防災に関するチ
ラシ及び教材 3 種類（総ぐるみ運動，地
震・津波，風水害・土砂災害編）を配布 

○ 学内で作成する「安全衛生マニュアル」
及び学内電子掲示板に，災害危険箇所を
知るための情報（広島県防災 Web，ハザ
ードマップ，県民総ぐるみ運動ポータル
サイト）の URL を記載 

○ 各附属学校の全児童・生徒・職員に一
斉防災教室の教材を配布。また，電子掲
示板で学生・職員に教材等を紹介 

○ 行政等が発信する情報（災害危険箇所
等の確認）について，学内電子示板及び
メール等で学生・職員に対して情報提供 

○ 学内電子掲示板に外国人教職員のため
に，広島県が作成している６か国語の防
災啓発冊子が掲載できる URL を掲示 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

察知する 

○ 学内電子掲示板で，学生・職員に対し
て県防災 Webの周知及び防災情報メール
（県・市）の登録の促進 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り 
組む。 

行動する 

○ 災害発生時の対応に係るマニュアルに
ついて，学内掲示板に掲示するとともに，
学生･職員に対して周知を徹底 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り 
組む。 

学  ぶ 

○ 学内での防災訓練を継続して実施し，
防災体制の確認，自衛消防隊の動きにつ
いてｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを行うとともに，非常用物
品の取り扱いなどを周知 

○ 学内電子掲示板に非常用物品の取り扱
い方法や防災情報等を掲載 

○ 学生・職員への安全衛生教育で，地震
対策・防災情報等について周知 

○ 災害に備えた危機管理の一環として，
構成員を対象に安否確認訓練を実施（年
２回） 

  

備 え る 

○ 学校施設内設備の転倒防止対策の実施
及び避難経路の確保の確認に引き続き取
り組む。 

 
○ 非常持出品の保管状況を確認し，補充
等を行う。 

○ 専門業者による防災管理点検を行い，
改善が必要な箇所について是正 

○ 「安否確認等マニュアル」及び「安否
確認手順書の改定」に引き続き取り組む。 

 
 
 
 
○ 広島大学防災・減災研究センター関係 
～ 前年度に引き続き、相乗型豪雨災害の
メカニズムの解明や災害を未然に防ぐた
めの早期検知システム等の開発、災害に
強いまちづくりの支援、研究成果の情報
発信、人材育成等に取り組む。公開講座、
連携自治体会議、研究報告会、センター
設置 1周年記念シンポジウムなどを予
定。 

・ 自治体職員向け研修 
（担当者編） 

・ 防災士フォローアップ研修 
 

○ 左記の取組を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 広島大学防災・減災研究セン
ター関係 

・令和元年 6月 3日に，広島県と
県内 23市町に加えて，山口県岩
国市，和木町から危機管理部門
の担当者等 40人が集まる「令和
元年度第 1回防災・減災研究セ
ンター連携自治体会議」を開催。
自治体の検証報告，本学の研究
の進捗状況などを共有した。 

・東広島市消防局と広島大学防
災・減災研究センターは，共同
研究により防災体験・訓練用
VR(仮想現実)ソフト「避難行動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左記の取組を実施した。 

左記の取組を実施した。 継続して 

取り組む。 

左記の取組を実施した。 

継続して 

取り組む。 

（国際シン 

ポジウム以 

外は継続） 

 

継続して 

取り組む。 
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体験 VR『土砂災害』～平成 30
年 7月西日本豪雨災害から学ぶ
～」を開発した。 

・7 月 5 日に，広島大学平成 30 年
7 月豪雨災害調査団の最終報告
会を東千田キャンパスで開催し
た。 

・9月 30 日，広島大学防災・減災
研究センター１周年記念オープ
ンディスカッション「『相乗型
豪雨災害』住民・学者・行政が
振り返る」を開催し，地域で活
動する防災リーダーや行政関係
者を中心に約 90人の参加があ
った。 

・11月 18日、自治体危機管理担
当者研修を開催。広島県および
県内の 18市町から 29 人の危機
管理担当者が参加。 

・2 月 16日、広島県警察本部交通
部と交通対策に関する覚書を締
結。災害時の交通マネジメント
等について連携強化。 

・12月 19 日、広島県危機管理監・
広島大学防災・減災研究センタ
ー連携協力推進会議を開催。今
後の連携について意見交換。 

・2月 12 日、広島大学・国土交通
省中国地方整備局との意見交換
会を開催。今後の研究連携につ
いて意見交換。 

・ワイヤレスの土石流センサーを
用いた早期検知システムを開発
し、2019年 12月から、熊野町
において検証実験を開始。 

 

 
【広島県私立中学高等学校協会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 当協会の主催する会議や行
事等の機会において，会員に
対して，災害危険箇所，避難
場所，避難経路の確認等に係
る取組を促進 

各学校における安全確保の取組 
や基準に関して情報交換や意見 
交換等を図りたい。 
 

○ 法人代表者に対して、県の
施策に関する周知徹底を図る
とともに、理解及び協力を要
請した。 

○ 県の作成する「マイタイム
ライン」について、各学園（各
校）が教職員、生徒、保護者
等に周知徹底を図るような
取組を行うとともに、その利
用方法等も校長会等で検討
していくこととしたい。 

備 え る 

○ 私立学校相互の災害時にお
ける助け合いのネットワーク
について検討を行う。 

災害時の相互扶助のネットワー 
クについて，その必要性につい 
て意見交換したい。 
 

○ それぞれの置かれた環境が
大きく異なるため、ネットワ
ークの構築には困難な状況が
続いているが、引き続き構築
を検討することを確認した。 

○ 校長会を通じて、助け合い
のネットワークの構築に向
けて協議するとともに、各校
における現状を把握すると
ともに意見交換する場を設
定することを検討したい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

継続して 

取り組む。 

（国際シン 

ポジウム以 

外は継続） 

 

備える 
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【広島県ＰＴＡ連合会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ PTA 新聞等による災害対応
の情報提供，PTA各種会議など
での経験や知識の交流を行
う。 

○ 三役会・理事会において減
災に関する各学校での状況
や、今後の周知活動について
の交流を行った。 

 

【新規】 
○ 東日本大震災で多くの
子供たちの犠牲を出した
大川小学校の保護者が各
地で防災の講演を行って
いる。その方を全小・中学
校会長研修会にお呼びし、
防災に対する対応やＰＴ
Ａとしての役割等を学習
する。 

察知する 

○ テレビやラジオなどのマス 
メディア，行政放送，防災メ 
ールなど様々なツールを活用 
し，災害を察知するとともに， 
子供にもツールの活用方法を 
指導しておく。 

○ 左記の取組を実施した。 
 

 
 

 

行動する 

○ 「てんでんこ」の精神のよ
うに，災害が起こったら，誰
かからの指示待ちではなく，
自分で判断して，自分の身だ
けは守る姿勢を子供に培う。 

○ 自分で判断し、自分で行動 
する子どもの育成を目指して 
いるが、なかなか難しく、現 
時点では家庭においていろい 
ろな場合の身を守るマニュア 
ル等を指導した。 

    
 

 

学 ぶ 

○ 学校と PTA が連携し，防災
に関する研修会等を実施し，
災害が起こった時に必要なこ
とを親子で学ぶ。 

○ 単位 PTA連合会毎に学校と
連携し、防災教室や実施した。 

【新規】 
○ 防災関係に詳しい方を
指導者や講師に招きなが
ら、ＰＴＡとしての防災の
取組を強化する。 

備 え る 

○ いろいろな災害についての
知識や避難方法を親子で共有
し，災害が起きた時の対処方
法を事前に共有しておく。 

○ 災害が起こる前に、災害に
応じた対応や避難経路、連絡
の取り方などを家庭で指導し
ていくよう取り組んだ。 

 
 

 
【広島県商工会議所連合会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 主催会議や行事等の機会を
通じ，会員に対し，災害危険
箇所，避難場所・経路の確認
が進むよう取組を促す。 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

 
【広島県商工会連合会】 

行動目標 取組内容 
令和元年度の取組の実施

状況 
令和２年度の取組内容等 

知  る 

○ 会員（34 商工会）に対し，
「危機管理マニュアル」の
策定を促す。 

  
○ 会員（34 商工会）に対し， 
現有する「危機管理マニュ 
アル」及び，「有事の際の 
初期動作についての確認を 
促すマニュアル」の再点検 
を促し，有事の際の初期動 
作についての確認を促す。 

○ 「危機管理マニュアル」
に変えて、新たに「商工
会 BCPマニュアル」を作
成し、会員である 34 商
工会の事務局長に説明
した。各会員においては
このマニュアルをベー
スに BCP策定を行ってい
る。 

 

 

察知する 

  【新規】 
○ 必要な時に必要な情報が早期に収
集できるように，災害情報の入手先
（ホームページ、メール登録、電話番
号等）を纏めて（登録して）おく。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
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行動する 

  【新規】 
○［新規］業務用 SNSでの定期的な確認 
訓練を実施し、非常時における行動を 
身に着けることと、連絡体制に不備が 
ないか確認する。 

学 ぶ 

○ 県からの依頼があれば、 
商工会主催の祭り等でブー 
ス等を提供する予定 

○ 引き続き，商工会事務局 
長会議において，災害対応 
等を学ぶ研修会の開催を検 

 討 
 
 
 

 
 
 
○ 商工会事務局長を対象
に、災害対応等を学ぶ研
修会を実施 
した。 

 
 
 
 
 
 
 
【新規】 

○ 全商工会の正副会長を対象とし
た防災に関する研修会を実施する。 

備 え る 

○ 危機管理マニュアル未策
定商工会に対し策定の促進 
平成 30年の災害対応の検証 

等を踏まえ，危機管理マニュ 
アルの内容を再検討すると
ともに，全商工会におけるマ
ニュアル整備に取り組む。 

 
○ 災害時等における緊急連 
絡体制の構築 
災害発生時に県内職員の安

否や出勤可否確認等に苦慮し
たことから、社内ＳＮＳによ
るコミュニケーションツール
の構築に取り組む。 
 
 
○ 連絡網を作成し，管理職
へ配布 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 災害時における行動指
針等を記載した「職員携
行カード」を作成し、全
職員に配布した。 

○ 全職員の安否確認や緊
急連絡の手段として、業
務用 SNS の運用を開始し
た。 

 
○ 管理職は職員連絡網を
常備した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 継続して取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【新規】 
○ 事務所内に水などの備蓄品を置く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

継続して取り組む。 
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【広島県農業協同組合中央会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 会員組合（13JA と連合会）
に対して，会議や研修会等の
機会を利用して，災害危険箇
所，避難場所，避難経路の確
認などを周知 

○ 「ＪＡ女性部会」研修会に
て，県の実施する「女性のた
めの防災プログラムトレーナ
ー養成」事業の説明会を開催 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 
 
【新規】 
○  防災に関する情報の収
集・共有化を図る。 

行動する 
○ 入居するビルで実施する防
災訓練等への参加 

 

○ 左記の訓練に参加した。 ○ 継続して取り組む。 

学 ぶ 

○ 職員研修を通じた，職員に 
対する防災の意識づけについ 
て，継続して取り組む 
・ JA助けあい組織代表者・事
務局合同研修会の開催 

 
○ 光年部交流会の開催 
 
 

○ 職員研修を通じた防災の意
識づけについて、JA助けあい
組織代表者・事務局合同会議
合同研修会を開催し、継続し
て取り組んだ。 

 
○ 広島県ＪＡ女性組織大会リ
ーダー研修会にて、防災教室
「ひろしま Jプログラム」を
実施し、181 名が参加した 

（R1.7.31） 
 
○ 光年部会にて、手芸教室「防
災手拭い」で作るミニバック
作成と、防災教室「防災プロ
グラム G カードを通じて、防 
災意識の醸成を図り、43 名が
参加した（R1.9.18） 

○ 継続して取り組む。 
 
 
 
 
 
○ 継続して取り組む 
 
 
 
 
 

備 え る 
  【新規】 

○ 防災グッズの備置（マスク
など） 

 
【広島県宅地建物取引業協会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 「不動産取引の機会を捉え

た防災情報の周知」と「みん

なで減災」県民総ぐるみ運動

について、当協会が実施する

研修会・講習会等で会員に周

知徹底し,全会員の理解と履

行協力を求める。 

 

 

 

 

○ 当協会ホームページに「広

島県防災 WEB」のバナーを掲載 

 

○ 宅地建物取引士を対象とし

た法定講習会において，県の

担当職員から「自然災害と防

災に関する説明義務」と題し

て，物件取引時の説明内容等

について周知を行うととも

に，「広島県『みんなで減災』

県民総ぐるみ運動」パンフレ

ットの配布を行った。 

 

 

○ 当協会ホームページに「広

島県防災 WEB」のバナーを継続

掲載 

  

 

 

 

 

 継続して取り組む。 
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学  ぶ 

○ 平成 29年度から本部事務局

職員のみが参加していた『み

んなで減災』一斉地震防災訓

練について,同じ建物内で勤

務している支部職員や広島宅

建㈱の職員にも,教材を配付

して参加を求める。 

○ 令和元年 11月 5日に実施し

た。 

 

備 え る 

○ 『町内会・自治会等の加入

促進に関する協力協定（広島

市）』，『町内会等地域活動

の促進、防災・減災等に関す

る包括連携協定（安芸郡府中

町）』，『自治会・町内会の

加入促進に関する協力協定

（福山市・福山市自治会連合

会）』を基に，引き続き、会

員を通じて減災につながる地

域の結びつきの強化を行う。 

○ 広島市からの依頼により，

広島市域を管轄する支部の館

員に対し，「町内会・自治会加

入促進」のためのチラシを配

布し，協力依頼を行った。 

○ 継続して取り組む。 

 
【全日本不動産協会広島県本部】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 会報誌に，不動産取引等の

際にハザードマップ等による

災害危険箇所の周知活動など

の啓発記事を掲載し，全会員へ

向けて取組を促進 

 

○ 県担当者を講師に招いて

の，会員に対する，「みんな

で減災」県民総ぐるみ運動の

取組の周知 

 

 

○ 協会ホームページのトップ

ページに，防災に関する行政

機関のホームページのバナー

を掲載 

 

○ 今年度は会報誌発行が 1 回

だったため掲載できなかっ

た。 

 

 

○ 「みんなで減災」県民総ぐ

るみ運動ではないが、9/5、9/6

の研修会で「水害リスクにつ

いて」県担当者に講師を依頼

した。 

 

○ 継続して掲載中 

 

 

 

 

備 え る 

○ 広島市・福山市と締結した

「町内会・自治会等の加入促

進に関する協力協定書」に基

づき，入居世帯への町内会・

自治会加入の働きかけに協力

するよう会員に周知 

 

○ 広島県と締結した「大規模

災害時における民 間賃貸住

宅の媒介等に関する協定書」

に基づき，災害が起こった際

に迅速に対応できるよう当協

会独自のマニュアルを作成 

 

○ 広島市の依頼で町内会加入

促進のポスターを全会員に送

付した。 

福山市の依頼で町内会加入促

進のパンフレットを東部研修

会の際に配布した。 

 

○ マニュアル検討中 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
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【株式会社ＮＴＴドコモ中国支社】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知  る 
 

○ 事業所周辺の避難場所・避

難経路を確認する。 

 

○ 台風・大雨・大雪等の災害

対応時に避難所開設情報や市

町村の災害対策本部設置状況

をコモンズビューワやリエゾ

ン派遣により情報収集を行

う。 

○ 防災機関との連携強化によ 

 情報収集を行う。 

（各種防災会議等への出席） 

 

○ 各拠点の避難訓練による避

難場所、避難経路の確認を継

続(事業所合計 7回実施) 

 

○ 台風 17 号等の災害時、コモ

ンズビューワにより避難所開

設情報を収集 

 

 

○ 自治体主催の防災会議、中

防連の会議や訓練等への出席

による情報収集 

  

 

 

 

 

 

 
 
察知する 
 
 
 
 

○ 各自治体の防災訓練参加や

ドコモ防災ハンドブック配布

施策により，緊急速報メー

ル・災害用伝言板等の認知度

向上を図る。 

 

○ 各自治体の防災訓練への参

画や中国管内全ドコモショッ

プ・ケータイ安全教室などで

の防災ハンドブック配布施策

により、緊急速報メール･災害

用伝言板等の認知度向上を実

施 

○ 社会福祉会協議会主催のセ

ミナー等でのプレゼンや実機

操作体験により、緊急速報メ

ール・災害用伝言版等の認知

度向上を実施 

○ 継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む。 

行動する 

○ 台風や大雪等の災害が予測

される場合に迅速な対応がで

きるよう、社内各組織の災害

対策リーダーに対する事前準

備依頼と情報の展開を行う。 

○ ドコモの災害対策への取組

を理解していただき，連携強

化を図ることを目的とした社

外（防災関係機関,報道等）説

明会を実施する。 

  

○ 災害時における携帯電話の

有効な活用方法の理解浸透を

図るため、ドコモ防災ハンド

ブック配布施策を実施する。

(9 月) 

 

○ 台風接近時等に社内災害対

策態勢を構築し各組織の災害

対策メンバーとの連絡体制を

構築 

 

○ 社外向け説明会の実施。 

「地方創生セミナー」 

 （広島：5月、鳥取：6月、島 

根：8 月） 

 「記者向け説明会」 

 （広島：6月、岡山：6月、島 

根：2 月） 

○ 防災週間に合わせて、ドコ

モ防災ハンドブック配布施策

（4万 6千部）を実施(9月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
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○ 従業員を対象としたシェイ

クアウト訓練による「緊急速

報メール」を受信した場合の

行動確認と「社員安否確認」

を実施する。 

○ 全従業員対象の災害対策に

関する Web研修を実施する。 

 

 

○ 中国支社グループ社員に対

し防災士資格の取得を推進す

るため、ドコモ大手町ビルで

の集合型研修を実施する。 

 

○ 全社員を対象とした「シェ

イクアウト訓練」と「安否確

認訓練」を実施（8、12月）。 

 

 

○ 全社員を対象とした災害対

策に関する WEB 研修を実施 

(9 月） 

 

○ 防災士資格取得に向けた集 

合型研修を開催 

60 名参加(1 月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備 え る 

○ 災害対策について自治体と

連携強化を図るため、有事の

際に提供できる優先電話貸出

等や、自治体にお願いしたい

ことについて，自治体向けパ

ンフレットで説明する。 

 

○ 災害発生時に連携する防災 

関係機関（陸上自衛隊、海上 

保安庁等）との訓練を実施す 

る。 

○ 災害発生時の更なる連携強

化に向けて、自治体と協議を

実施（21 組織） 

 

 

 

 

○ 陸上自衛隊(12 月)、海上保

安庁(2月)と合同訓練を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 ぶ 
継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
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【ＫＤＤＩ株式会社中国総支社】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知  る 

○ 中国地区の防災情報を広く

入手できるよう，社員向けＨＰ

に「中国の防災に関するポータ

ルサイト/中国地方整備局」に

リンクを張っている。 

 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

 

【新規】 

○ 地域のＢＣＰマニュアル

の更新・開示継続 

 

○ 全社規模で，毎月初日の安否

確認メールにより，非常時にお

ける社員との連絡体制に漏れ

がないか確認を実施 

 

○ 上記とは別に地区主導で，社

員状況を確認する安否確認メ

ールの実施（上半期 1回，下半

期 1回） 

 

○ 「中国の防災に関するポータ

ルサイト/中国地方整備局」か

ら各自治体ＨＰの情報を収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

行動する 

○ 発災時、勤務者等の安否確認

や通信サービス継続，被災地支

援等を規定に基づき実施 

 

○ 豪雨災害により実災害の

対応実施 

・被災地支援機器の不足分 

は，他地域の機器にて補 

充 

 

○ 本社主導の防災訓練の模様 

について，ＴＶ会議システム 

にて，全国の主要拠点を接続 

し，視聴。発災後にすべき事 

と問題点を学習 

 

○ 自治体の総合防災訓練に参

加 

当社の防災への取組や被災

地での通信環境を整備するた

めの機器や避難所支援装備の

展示により，一般市民への防

災意識向上に努める。 

 

○ シルバー層向けのスマホ教

室での災害対策サービス紹介

を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

察知する 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

左記の取組を実施した。 

 

・台風や大雨などの際、

気象台の説明会に参加

するなどの気象情報収

集や、県市町等地域情

報収集を継続し、次の

段階の行動に備えてい

る。 

左記の取組を実施した。 

 

・台風による広域災害時、 

関東・甲信越には通信 

の復旧要員や、通信サ 

ービス継続のための車 

載型基地局と人員を派 

遣し、宮城県庁にはリ 

エゾン要員を情報収 

集・調整のため派遣し 

た。 
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○ 「災害用伝言板体験サービ

ス」を毎月 1日と 15日に提供

し，お客様に体験いただく。 

 

○ 社員はＥラーニングにより

災害対策マップの活用方法を

学習 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○ 災害担当には、全国の地震発

生情報が自動的に発信され，発

災後の行動に備えている。 

 

○ 各県の総合防災訓練に参加 

 

○ 陸上自衛隊、海上保安庁等の

関係機関と連携し、実践を意識

した訓練を継続して実施 

 

○ 引き続き、災害発生時の通信

環境を維持するために装備の

充実に努め、災害対策備蓄品の

点検及び入れ替えや被災地支

援機器の点検、動作確認を実施 

 

○ ビル管理会社と連携した避

難訓練を実施 

 

○ 災害掲示板（社内用）を充実

させ，各本部の災害対応などの

情報一元化を実施 

 

○ 災害マップ（社内用）を構築。

被災地の地図上に，社員が入手

した現地情報を入力すること

で，よりリアルな独自のハザー

ドマップ作成を可能なものと

した。 

 

・各地で災害発生により運用実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備 え る 

学 ぶ 
継続して取り組む。 

左記の取組を実施した。 

 

・ＢＣＰに関する理解向

上をＥラーニングにて

継続している。 

 技術研究のグループ会

社が広島で、最新成果

の説明会を実施。 

左記の取組を実施した。 

 

・一定レベルの維持とさ

らなる向上のため、各

地域管理部門と実践事

案を共有し、連携強化

を継続している。 

・各県の訓練に参加して

地域の皆さんの防災意

識向上に貢献し、また

総務省・国土交通省・

陸上自衛隊・海上保安

庁等の訓練に他の通信

各社と参加し、状況に

応じた対応ができるよ

う研鑽した。 

継続して取り組む。 
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【ソフトバンク株式会社】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知  る 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電

話への保存，事前確認の推進

（全社通達） 

 

○ 左記の取組を実施した。 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む。 

 

○ 各拠点の火災発生時フロ

ー，急病人発生時フロー，避

難経路図，備蓄品情報を集約

掲載した，社内専用ポータル

サイト（通称：全国防火・防

災ポータルサイト）の開設の

運営に継続 

○ 大規模災害，テロ,パンデミ

ック等の有事に備えた情報共

有ポータルサイトの開設 

  

察知する 

○ 携帯電話販売店に「防災情

報メール」説明用チラシを配

置し，携帯電話の更新・新規

購入者への登録を促進 

○ 携帯電話販売店等に配置し

ている「モバイル総合カタロ

グ」の中に，災害伝言板／音

声お届けサービス，緊急速報

メールの説明を掲載し，携帯

電話の新規購入者・更新者へ

の登録を促進 

○ 自社ホームページに災害伝

言板／音声お届けサービス，

緊急速報メールの機能説明等

の掲載・周知 

○ 社内専用ポータルサイト

（全国防火・防災ポータルサ

イト）に防災関連アプリを紹

介して，登録を促進 

 

 

 

 

行動する 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電

話への保存，事前確認の推進

（全社通達） 

○ 社内専用ポータルサイト

（全国防火・防災ポータルサ

イト）に防災関連アプリを紹

介して，登録を促進 

  

学  ぶ 

○ 「安否確認訓練」を実施し，

安否登録方法を全社員が体験 

○ 自社で作成した「災害時初

動マニュアル」の内容につい

て，全社員に対し e ラーニン

グの受講を促進（全社通達） 

○ ホームページ等において，

  

左記の取組を実施した。

継続して取り組む 

継続して取り組む。 

左記の取組を実施した。

継続して取り組む 

継続して取り組む。 

知  る 
継続して取り組む。 左記の取組を継続中

して取り組む 

継続して取り組む。 左記の取組を実施した。

継続して取り組む 
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災害用伝言板サービスなどの

連絡手段を周知 

○ 全国の自治体主催防災訓練

において，緊急速報メールの

配信，災害用伝言板サービス，

災害用音声お届けサービスの

利用方法を周知 

○ ホームページ等において，

緊急速報メールが，どのよう

な時（地震，避難勧告等）に

発信され，発信される情報内

容（どのような行動をとれば

よいのかなど）や，どのよう

に届くか（情報の種類による

着信音の違い等）などを周知 

備 え る 

○ 施設内の設備の転倒防止対

策や避難経路の確保 

○ 各事業者の防火・防災体制

の把握 

  

  

 
【広島県バス協会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知  る 

○ バスの車内に防災に関する

啓発ポスター等を掲示する。 

（ポスター等の提供があれば） 

 

○ バスの車内に災害危険箇

所、避難場所、避難経路等の

確認を促す啓発を実施 

 

 

   左記の取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

察知する 

○ 防災情報メール，広島県防

災 Web などで情報収集し，バ

ス路線沿線の危険性を察知で

きるよう，会員に対して，防

災情報メールの登録を呼びか

け 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

行動する 

○ 広島県防災 Web などの情報

を会員に対し周知 

 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

学  ぶ 

○ 「ひろしまバスまつり」に

おいて，広島県へブース提供 

（R1.9.22予定） 

 

○ 他機関に依頼し，防災教室

を実施する。 

○ 「ひろしまバスまつり」は 

 台風１７号接近のため中止 

 

 

○ 年度内に日程調整し，来年 

度の早い時期に実施予定。 

○ 「ひろしまバスまつり」に 

おいて、広島県へブース提供 

（2020.9.13 予定） 

 

○ 継続して取り組む。 

備 え る 

○ 貸切バス事業者に対して

も，広島県防災 Web などで運

行経路にある避難場所を事前

に確認するよう促す。 

 

○ 県からの依頼による，防災 

フェアの周知 

  

 

 
 

左記の取組を実施した。

継続して取り組む 

継続して取り組む。 

左記の取組を実施した。

継続して取り組む 

学  ぶ 

継続して取り組む。 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
継続して取り組む。 
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【広島県医師会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 
令和２年度の取組

内容等 

知  る 

○ ハザードマップやポスター等の医
療機関の待合室等への掲示につい
て，広島県や市郡地区医師会と連携
し，掲示が促進されるよう方策の検
討や取組の実施 

○ 各医療機関において，可能な範
囲でハザードマップや 

 ポスター等の提供状況をお願い
している。 

○ 継続して取り 
組む。 

察知する 

○ 「広島県医師会速報」による，会
員へ向けた防災意識・手順・サービ
ス等の定期的な啓発 

○ これまでに引き続き，「広島県
医師会速報」内で定期的に防災意
識・手順・サービス等の啓発を行
っている。 

 

○ 継続して取り 
組む。 

行動する 

○ 各種研修会や訓練などの実施を通
じて，関係機関との連携を強化し，
さまざまな医療面での対応方策を共
有する。 

市郡地区医師会 救急・災害医療担当
理事連絡協議会 
（延期・開催日未定） 
 

○ 広島県医師会 CBRNE災害対策医
療講習会：4/7開催 
危機管理フォーラム 2019：5/19
参加 
マスギャザリング災害対策セミ
ナー：7/25参加 
BHELP 研修：8/7共催 
防災推進国民大会 2019：10/19参
加 
広島空港航空機事故対応総合訓
練：11/1 参加 
令和元年度広島県集団災害医療
救護訓練：11/3 実施 

○ 継続して取り 
組む。 

学  ぶ 

 ○ 防災訓練(災害時情報通信訓
練)南海トラフ大震災想定訓練：
2/5参加 
NBCR対策推進機構主催各種講習
会参加 

 

 
【広島県歯科医師会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 全会員に「＜新＞会員のため
の災害時ハンドブック」と「パ
ンフレット」を送付し,万一の
災害時への準備や対応の周知
を図る。 

○ 「会員のための災害時ハンド
ブック」の中で『自然災害時に
備える損害保険～歯科医院継
続経営のために～』を掲載。効
率的な損害保険の付保につい
て周知を図る。 

  【継続して取り組む】 
 ○ 「会員のための災害時ハ

ンドブック」を利用して， 
研修や会議の際に，”広島 
県防災 Web”により災害時 
の準備や対応について啓発 
を図る。 

 
 
 
察知する 

 
 
 

 

○ H31.4.9 現在スーパーメー
リングシステムの登録率は全
体で 36％,E-mail の登録率は
78％であることから,直接携帯
に配信するスーパーメーリン
グシステムの登録率を上げる
べく,新たに「災害に関するお
知らせ」専用の配信情報種別を
作成・案内し,登録率の向上を
図ることを検討する。 

○ 継続して実施する。 
 
・スーパーメーリングシステ 

ム登録率の実績 37％， 
E-mailの登録率は 78％となっ
た。（R2.12.31 現在） 

・年度内に「災害に関するお 
知らせ」専用の配信情報種 

（案）を作成案内し,会員の反
応・要望を集約する。 

【継続して取り組む】 
○ 日頃からの注意喚起の 

発信はもちろん,実際に災 
害が起こった際,会員の安 
否確認をスマホやパソコ 
ンからも簡単に回答がで 
きるよう「グーグル フォ 
ーム」を現在活用中のメー 
リングシステムに代わる 
ものとして検討していく。 

左記の取組を実施した。

継続して取り組む 
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行動する 

○ 災害時に郡市地区歯科医師
会から災害の状況や支援物資
の要請等を把握し,スムーズに
連携できるよう緊急連絡網や
ひな形を作成していくことを
検討 

 
○ 上記の連絡網をベースにし
て,組織図の見直しを行う。 

 

○ 災害時に郡市地区歯科医 
師会とスムーズな連携を図る
ため,「災害準備登録票」を郡
市地区歯科医師会へ発送・集
約して,連絡網を構築した。 
 
 

○ 上記の連絡網をベースにし 
て,今後組織体制の見直しを
行う。 

 

【継続して取り組む】 
○ 令和元年度に構築した 

郡市地区歯科医師会との 
連絡網について,独自の災 
害対応訓練などにより実効 
性を高めていく。 

 
○ 日本歯科医師会「災害歯
科保健医療体制研修会」の
内容について,発災時に具
体的に利活用していける
よう,会員の研修を計画的
に実施していく。 

 

○ 「＜新＞会員のための災害時
ハンドブック」の中で,歯科医
院としての備品チェック表を
掲載。また,【大規模災害時の
被災会員の行動フロー】によ
り,実際に災害が起こった際の
シミュレーションを歯科医院
ごとに行えるよう作成。引き続
き取組みの重要性を周知して
いく。 

○ 配布した「災害時ハンドブ
ック」の中で,“備品チェック
表”, “大規模災害時の被災
会員の行動フロー”により会
員に周知徹底した 

 
 
 
。 
 
○ R1.12.14-15,日本歯科医師
会「災害歯科保健医療体制研
修会」に参加。歯科医師・歯
科衛生士・歯科技工士・事務
局で編成したチームでワーク
ショップ実施。実際に災害が
起こった際の指示系統の確認
等。 

【新規】 
○ 日本歯科医師会「災害歯科
保健医療体制研修会」で学ん
だことを,会員はもとより,歯
科衛生士・歯科技工士にも伝
達していくことを検討中。 

 
 

備 え る 

○ 必要な防災グッズと備品等

の備蓄 

  H30 年 7 月西日本豪雨災害を

踏まえて, 必要な防災グッズ

と備品等の備蓄の見直しを検

討する。 

 

○ 全会員だけではなく、協定を

交わした中国・四国地区 8 県

（広島県を除く）へ「＜新＞会

員のための災害時ハンドブッ

ク」と「パンフレット」送付し,

広域応援の認識を高める。 

 

 

○ 安否確認システムの構築 

 

○ 年度内に必要な防災グッズ 

 や備品等を手配する。 

 

 

 

 

 

○ 協定を交わした中国・四国

地区 8県（広島県を除く）へ

「災害時ハンドブック」と「パ

ンフレット」送付した。 

○ 商品説明会に赴く他に,複

数のシステムベンダーの説明

を受け検討中 

【継続】 

○ 備蓄の消費期限等考慮 

し、継続的に見直しをしてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安否確認システムの構築。 

※「察知する」取り組み内容。 

○協定を交わした中国・四国地

区 8県（広島県を除く）との

災害対応訓練の実施を検討し

ていく。 

 
 
 
 
 
 

学 ぶ 
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【日本放送協会広島放送局】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知  る 

○ 節目をとらえて西日本豪雨

災害の教訓をくみとる報道を

続ける。5 年前の土砂災害と

あわせ地域の減災・防災を呼

び掛け続ける。 

○ 新たな豪雨，台風，地震な 

どの災害には臨時特設のニュ 

ースで身を守ってもらうため 

の情報提供に取り組む。 

○ 訪日外国人の増加を踏まえ 

，L字放送などで外国人向け放 

送への誘導を実施する。 

○ 西日本豪雨から１年、１年 

半などにあわせ特番、定時の 

ニュース、番組で災害の原因 

の検証、避難の課題、被災地 

の復興を伝えている。 

○ 豪雨、台風などの際、随時、

特設ニュースを実施 

○ 外国人向け放送の充実、誘 

導を実施 

 

察知する 

○ スマートフォン向けの『Ｎ

ＨＫニュース防災アプリ』の

普及に努め，視聴者，県民の

みなさんの災害察知力に貢献

する。 

○ 避難を呼びかける「避難特

設ニュース」※をさらに進化

させる取組を継続 

 ※ 行政機関の HPを活用した

記者解説やデータ放送、イ

ンターネット，アプリなど

を通じて視聴者にご自分で

周囲の様子を調べてもらう

試み。 

○ 『ＮＨＫニュース防災アプ 

リ』のコンテンツの充実、周 

知に注力している。 

 

○ 行政機関との情報共有など 

の協議を継続し、避難特設ニ

ュースの充実に取り組んでい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

○ L アラート由来の避難情報 

を，対象自治体世帯のテレビ 

に自動表示するシステムの 

導入 

学  ぶ 

・ 

備える 

○ 西日本豪雨災害報道の教訓

を共有する取り組みを実施 

○ ライフライン放送や L 字放

送の訓練を実施予定（６月） 

○ 定期的に地震に備えた訓練 

を行う。 

○ 職員やスタッフの即応力を 

より高めるためスマホを活用 

した中継を定時ニュースにコ 

ーナーとして設けた。 

○ 広島放送局のホームページ

に「くらしと安全」を常時開

設し，防災・減災に役立つ知

識や情報を提供 

 

○ 西日本豪雨災害報道の教訓

を共有する取り組みを実施 

○ ライフライン放送、Ｌ字放

送の訓練を実施 

○ 週に１回、地震に備えた放

送訓練を継続 

○ 週に１回、夕方の定時ニュ

ースでスマホを活用した中継

を継続 

○ ＨＰに「くらしと安全」を

常時開設し，防災・減災に役

立つ知識や情報を提供 

○ ＢＣＰ強化に向けた検討

（放送局の水害シミュレーシ

ョンを実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

○ 中国地方整備局太田川河川

事務所の水防訓練において放

送対応の確認  

【新規】 

○ 前年度実施の「水害シミュ

レーション」の結果を元に、

水害罹災時の放送継続に向け

たフローを整理し、必要に応

じて対策を講じる。 

 
 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
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【株式会社中国放送】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知  る 

・ 

察知する 

・ 

行動する 

・ 

学  ぶ 

・ 

備 え る 

○ 災害報道、防災情報に力を

入れ，スタッフ研修，番組制

作などに継続して取り組む。 

 

報道機関として、行政の災害

対応、防災施策に問題はない

かも含めて、しっかりと取

材・報道する。 

○ 西日本豪雨に関連した継続

的な防災報道に加え、台風接

近時など特別枠を開き、情報

発信を行った。 

・７月５日（金）、６日（土）

に豪雨 1 年特枠として、それ

ぞれ約３．５、１．５時間放

送。自社動画サイトやＣＳに

も配信 

・８月１５日（木）台風特枠、

午前・午後に約 50 分ずつ。

ほか、系列の関西中四国局と

特番制作。前日・当日、レギ

ュラー枠で災害報道、Ｌ字情

報も実施 

・９月２２日（日）夜に台風特

枠を編成。Ｗｅｂやデータ放

送で防災情報を発信 

・ニュース番組や情報ワイド番

組で防災・減災企画を放送。

西日本豪雨のほか、８・２０

広島市土砂災害、南海トラフ

地震情報なども扱う。 

・秋の台風１９号被災地など県

外の広域災害報道に積極的

に関わり、スタッフの経験・

知見を深める。浸水害やダム

放流など県外の事例を、地域

の検証につなげる報道も試

みた。 

・天気コーナーの充実を気象予

報士などと検討 

○ ラジオとの連携 

○ ＪＮＮ系列を挙げての災害

対応策にかかる継続的協議 

・防災担当者間の日常的な意

見交換、会議の実施。各種

研修等への参加 

○ 自社での地震報道訓練等の

実施。 

○ 関係機関と連携した防災イ

ベント 

・気象予報士を中心に積極的

に参加 

○ メディアが連携し、関係機

関・自治体とともに勉強会を

開くなど、他地域の取り組み

事例を研究。広島でも試みる。 

・中国地方災害（報道）研究会

を設立・参加（１月） 

 

 

継続して取り組む。 
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【株式会社テレビ新広島】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 県の防災の取組に関する情

報や，防災に関する様々な情

報を，日頃のニュースや「満

点ママ」の月１防災企画など

で提供 

 

○ 行政機関や広大等研究機関

が取り組む，豪雨災害時の避

難行動の在り方の検証につい

て，広く周知できるよう対応 

（「満点ママ」の月１防災企画な

どでしっかり情報提供する。） 

 

○ 災害の危険度を５段階に分 

けた危険度情報について番組 

内で解説し，早めの避難行動 

を促す。 

・警戒レベル 5 段階について及 

び避難のタイミング 

・避難経路の確認方法（自宅か 

ら避難所までの避難経路を考

える上での注意点） 

・災害時の連絡手段（公衆電話 

のかけ方・伝言ダイヤル 171

などの使い方） 

・避難所やマンションに備蓄し

てあるものを知ることで、自

分でさらに何を備えたらいい

かを考えてもらう。 

 

察知する 

○ 注意報・警報などの情報を

テレビの字幕で周知 

○ 災害情報等をテレビの字幕 

放送（Ｌ字放送等）で周知 

○ 災害時には，本放送だけで 

なく，データ放送やホームペ 

ージ等を活用し，きめ細やか 

な情報を迅速に提供 

○ 正確な情報を早くわかりや 

すく，テレビ，ホームページ 

を通じ，繰り返し伝達 

○ テレビ番組で県防災 Web に 

よる土砂災害危険度情報の確 

認方法などを啓発 

○ 大雨洪水警報や避難勧告な 

どが出た場合，自局ホームペ 

ージなどによる情報提供 

・警戒レベルの確認、天気予報

で細かく今の状況を伝え避難

行動を呼び掛ける。 

 

 

○ 日頃から，より防災・減災

を意識したテレビ番組内での

情報露出の強化 

 

○ 災害に備え具体的にどう行 

動するのかを意識してもらう 

ための啓発 

・満点ママオリジナルの災害避

難カードを作成⇒家族で避難

する場所や避難のタイミング

を話し合うきっかけをつくっ

てもらう。 

・番組で避難行動をシュミレー 

ションすることで自分がどう 

行動するか考えてもらう。 

○ 継続して取り組む。 

 

○ 通常のニュースに加え，特
集などで災害の原因に迫ると
ともに，土砂災害警戒区域の
指定や被災者支援などを検証 

○ 報道を通じ，県民に防災・ 
減災について考えてもらう素 
材を提供 

○ 自局のホームページで，防 
災・減災の知識や情報を提供 

・熱中症予防のため、服の色や 
帽子の有無でどれくらいの温
度が変わってくるのか実験 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 学 ぶ 

行動する 
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備 え る 

○ 自局のホームページで，防

災・減災に関する情報を提供 

○ 災害発生の危険性が高まる 

梅雨や台風シーズンは，テレ 

ビ番組で注意喚起 

○ 過去の災害発生日に合わ 

せ，番組などで再度取り上げ 

注意喚起 

 気象台や中国地方整備局， 

各メディアによる勉強会を開 

催し，どう伝えることで危険 

度が高まった際に避難誘引で 

きるか検討していきたい。 

・避難所であると便利なグッズ

は何か（寝袋） 

・大雨の備えについて（事前に

何を備えたらいいか、その考

え方） 

・災害用トイレ（自宅でどれく

らい備えたらいいのかなど） 

・非常食 

・防災時に役立つビニール袋に

ついて 

・地震の備えに足元も守るため 

の防災シューズ 

 

 
【広島テレビ放送株式会社】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知  る 

○ ニュースにおいて，土砂災

害の特集を放送 

○ 梅雨・台風シーズン及び大

雪・寒波について番組内の天

気コーナーやニュース内で注

意喚起 

○ 津波の日，減災 HPなどの紹

介 

○ 「みんなで減災推進大使」

の認知度の向上に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・７月６日には西日本豪雨 

１年の特番を愛媛・岡山

と３局共同で実施。 

前日には、every.の全国

放送で、小屋浦の被災地

から中継した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 大雨や台風，大雪などで警

報及び避難勧告が出た場合，

ニュースや L 字放送で情報を

伝達 

○ 警報等出た場合，「速報」で

避難情報を伝達 

○ ホームページやデータ放送

にニュースで放送した警報情

報などを掲載 

○ 左記の取組を実施した。 

 

・８月１５日の台風１０号 

では、朝から特番を組んで   

放送した。 

 

 

 

 

行動する 

○ ニュースや速報，Ｌ字を使

って気象情報や避難情報を放

送し早めの行動を呼びかけ

た。 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

学  ぶ 

○ 放送を通じて，防災につい

ての意識を高めてもらう。 

○ 左記の取組を実施した。 

 

 

○ 継続して取り組む。 

備 え る 
○ 放送を通じて，防災につい

ての意識を高めてもらう。 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

 
 
 

H29.4 から「みんなで減災推
進大使」に就任している気象
予報士 塚原美緒さんにより，
総ぐるみ運動や，防災ＨＰな
どの紹介を行っている。 
 
 
 

継続して取り組む。 

左記の取組を実施した。

継続して取り組む 
継続して取り組む。 

継続して取り組む。 察知する 
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【株式会社広島ホームテレビ】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 
令和２年度の取組内容
等 

知 る 

○ ニュース番組で広島県防災ＷＥＢの
活用（土砂災害危険度情報のチェック
の仕方など）を啓発 

○ ニュース番組で，「防災（豪雨災害，
南海トラフ地震への備えなど）をﾃｰﾏに
した放送 

 
必要時は自社インターネット配信 
と合わせて警戒を呼び掛けること 
ができる態勢づくりを進める 

 
○ 大雨警戒時にＬ字放送を実施し， 
 注意や避難を呼びかけた。 
 
○ 自社ホームページのトップページ
に，広島県防災ＷＥＢへのリンクバナ
ーを掲載 

○ 自社ホームページに「広島防災」ペ
ージ開設 

（「広島防災」ＨＰについては，引き続き
防災情報を追加し充 
実を図る。） 

○ 「広島防災」ＨＰについては，引き続
き防災情報を追加し充実を図る。 

○ 夕方の「５ｕｐ！」を中心
に５段階の警戒レベルの周
知のほか、防災をテーマにし
た特集や企画を複数回放送
した。 

・７月６日の豪雨災害１年の時
期にあわせて、ローカル特別
番組を編成。去年の災害から
学べることを再確認し、防災
について考えてもらうきっ
かけを作った。 

・８月の台風１０号など警戒が
必要なタイミングで随時Ｌ
字放送を実施し、警戒や避難
を呼びかけた。 

 
○ 自社ＨＰの「広島防災」ペ
ージについて、災害への備え
や、防災関連の自社記事を確
認できるように充実させた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

察知する 

○ 大雨洪水警報や避難勧告などが出た
場合，自社ＨＰやＳＮＳ（ツイッタ―，
フェイスブック）の自社アカウントか
ら情報を発信 

 
○ 警報など随時ニュース速報で対応 
 
 
 
○ 自社ホームページのトップページ
に，広島県防災ＷＥＢへのリンクバナ
ーを掲載 

○ 左記の取組を実施した。 
 
 
 
 
○ 土砂災害警戒情報や警報
などが出たときは、随時ニ
ュース速報やＬ字放送で対
応した。 

 
○ 左記の取組を実施した。 

 
 

行動する 
○ ニュース番組等で，広島県防災Ｗeb
などのチェックを促し，Ｌ字放送など
で早めの避難を呼びかける。 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 継続して取り組む。 

学 ぶ 

○ ニュース番組で，防災に関する必要
な知識や情報を紹介 

○ 左記の取組を実施した。 
・7月 22 日に全国放送「テレ

メンタリー2019」で災害 1
年の広島の現状を伝えた。 

 ・岡山、愛媛の系列局と豪 
雨災害 1 年をテーマにし
た共同番組を制作し、7月
7 日に放送した。 

・7月 6日のローカル特番や 
7 日の共同特番はネット配 
信し、見逃した方にも視聴 
できるようにしている。 

○ 継続して取り組む。 
 
【新規】 
○ 防災関連の自社制 
作番組を小中学校の 
授業で活用してもら 
う。 

備 え る 
○ 災害に備える特集・ニュースを放送 ○ 台風接近といった必要時

には災害に備える特集・ニュ
ースを放送した。 

○ 継続して取り組む。 

 
 
 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 
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【株式会社中国新聞社】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知 る 

○ 社員を対象に「安全を考える集
い」を開催（年 1回，9月） 

  

○ 令和元年９月１１日、社
員や関連会社員を新聞社内
の大会議室に集めて開催。
外部講師を招き、意識向上
に努めた。 

 

○ 継続して取り組む。 
・社員を対象に「安全を考える
集い」を開催。さまざまな専
門家に話を聞き、まずは自ら
を、さらには家族を守る意識
を確実に醸成していく。それ
を還元していく。 

察知する 

○ 平成 27 年の広島市との防災情
報の提供に関する協定締結以降
実施している，防災行政無線の内
容を，ケーブルテレビ回線を通じ
て宅内に設置する専用の受信機
で確認できるサービスについて
継続実施 

○ 「ちゅーピーメルマガ」を，随
時改良を重ねながら，読者に対
し，地震や大雨などの災害情報を
発信し，素早い避難を促す。 

 
ホームページやメルマガなどは

もちろん，新聞紙面でも，台風や大
雨など被害が予想される場合に，災
害から身を守る注意点などを箇条
書きした表を付け，事前に注意を促
していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 

 

行動する 

○ さらなる啓発の推進 ○ 左記の取組を継続実施 ○ 継続して取り組む。 
・今回の西日本災害報道では，
これまでの災害を踏まえ，「ど
う命や地球を守るのか」を最
重点に報道し、命を守る行動
に結びつくよう、提言も含め、
住民意識に訴えていきたいと
考えている。 

 

○ 朝刊紙面を通じて，ニュースや
連載特集などで，災害時の心構え
や過去の教訓について報道 

「避難の参考書」として地域の避難
所への誘導や災害への備え，自主防
災，防災マップ作りなどさまざまな
視点での報道を続けている。実際の
災害で実際に役立つようにアプロ
ーチしていきたい 
○ 西日本豪雨災害を報道した 
紙面をパネルにし，自治会や 
公民館など各団体に貸し出 
し，防災教育などに役立てて 
もらう。また「避難の参考書」 
などの報道を学校の防災教育 
などに役立ててもらう。防災 
シンポなどへ講師として取材 
記者派遣 

 
 
 
 

○ 継続して取り組む。 
・防災上の問題点を紙面を通じ
てニュースや連載特集などで
示し、住民への啓発の一助に
つなげたいと考えている。災
害時の心構えや過去の教訓に
ついても報道し、安全安心に
ついて、さまざまなテーマを
掘り下げていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備 え る 

○ 社内の主要拠点において行っ
ている，災害時に必要な備蓄につ
いて，定期的に状況を管理しなが
ら随時積み増し 

○ 左記の取組を継続実施 ○ 継続して取り組む。 
 ・社内の主要拠点において行

っている災害時に必要な備
蓄について，定期的に状況
を管理しながら、随時積み
増ししている。 

 

学 ぶ 

左記の取組を継続実施 継続して取り組む。 

左記の取組を継続実施 
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【広島エフエム放送株式会社】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 
令和２年度の取組

内容等 

知   る 

○ 「みんなで減災」推進大使（広
島エフエム放送 磯貝氏）が各生
放送番組に出演して周知（1 か月
に 1回程度出演） 

○ 「みんなで減災」推進大使とし
て，各種イベントへ出演。ステー
ジイベントやブースにおいて，
「みんなで減災」県民総ぐるみ運
動を周知 

○ 県が開催する一斉地震防災訓
練（シェイクアウト）の周知，参
加呼びかけ 

○ 左記の取組を実施した。 
 
 
 
○ バスまつりが中止となり、推進大使と
してのイベントに今年度は参加できな
かった。 

 
○ 番組内で一斉地震防災訓練実施前後
で周知を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇「ひろしまマイ・ 
タイムライン」の 
周知 

察知する 

○ 大雨や台風接近時などには，気
象情報・避難情報を特に詳しく番
組を通じて周知 

 
 
○ 避難情報が発表された際には， 

コンパクトに正しく伝える工夫 
を検討 

○ 番組内での「防災情報メール」
登録の呼びかけ 

○ 生放送で、日本気象協会の担当者に臨
時で電話をつなぎ、気象情報を詳しく伝
えたほか、土曜日、日曜日の全国ネット
のニュース枠を、ローカルニュースに差
し替えて自社でニュースを放送した。 

○ 避難情報は、警戒レベルと合わせて市
町名のみで放送した。 

○ 防災情報メールの呼びかけは、『みん
なで減災』推進大使出演時に行った。 

 
 
 
 
 
 
 

行動する 

○ 県が開催する一斉防災訓練「シ
ェイクアウト」に従業員が参加 
その後，机の下に身を守るスペー 
スの確保 

○ 全社で実施をした。また、津波が来る
と想定し、局舎屋上へ避難。備蓄品の確
認なども行った。 

○ 継続して取り 
組む。 

学  ぶ 

○ 有識者（広島経済大学 松井一
洋教授）との情報交換を定期的に
実施 

○ 県内で行われている防災教室，
防災訓練の周知（「防災ワークシ
ョップ」の実施） 

○ ７月に「防災ハンドブック」を
発行し，無料配布 
学びながら防災・減災力をつけ
てもらうため「ドリル」形式にて
制作 

○ 「ひろしま防災ドリル」発行に合わせ
て、担当者と行った。 

○ 防災ワークショップは実施できてい
ないが、防災教室などの周知は、番組内
で行った。 

○ 「ひろしま防災ドリル」として 7月に
7 万部を県内で無料配布した。 

 
 
 
 
 

 

○ 大使の番組出演時に県の「備え
るフェア」の周知 

○ 梅雨や台風シーズンは，番組を
通して，注意喚起 

○ 過去の災害発生日に合わせ，番
組等で再度取り上げ，注意喚起(7
月 1 週目には特集企画を実施予
定) 

○ 「備えるフェア」の周知を行った。 
○ 自社制作の生放送各番組で行った。 

・7 月 1週目には、午前中の番組で県危 
機管理課長や気象台予報官等に出演 
いただき、特集を実施 
9 月 1 日を前に 8月最終週には、午後 
の番組で、「ひろしま防災ドリル」を 
もとにしたクイズを出題し、特集を行 
った。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
〈課題〉 

・警戒レベルを含めた避難情報の伝え方について，改めて検討，勉強したい。 

 

 

継続して取り組

む。 

・過去の災害発

生 日 に 合 わ

せ，番組等で

再 度 取 り 上

げ，注意喚起

(7 月 1 週目や

9 月初旬には

特集企画を実

施予定) 

継続して 

取り組む。 

備 え る 

継続して 

取り組む。 

継続して 

取り組む。 
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【広島地方気象台】 
行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 

令和２年度の取組
内容等 

知  る 

○ 大雨及び洪水警報の危険度分
布を,避難判断の参考として活用
してもらうため,住民に対する周
知広報を行う。 

 
 
 
○ 大雨特別警報の位置づけ・役割
の周知徹底を行う。 

○ 大雨及び洪水警報の危険度分布を避
難判断の参考として活用してもらうた
め,気象庁ホームページでの説明の充
実,出前講座等（50 回、令和元年 2 月 9
日現在）により住民に対する周知広報を
行った。 

 
○ 市町等の勉強会（2 回、令和元年 2月

9 日現在）や出前講座等で防災担当者や
住民対して周知広報を行った。 

 

 

○ 住民が防災気象情報を受け 
る第一の手段はテレビ・ラジオと
想定されることから,報道機関と
の懇談会を実施し，気象台が発表
する防災気象情報について周知
広報を行う。 

 
 
 
 
 
○ 避難行動の判断材料となる気
象情報の意味と，とるべき行動，
及び情報の入手手段の周知等に
ついて，住民に対する周知広報を
行う。 

○ 報道機関等が参加する防災気象連絡
会で，気象台が発表する防災気象情報に
ついて周知広報を行った。 

 
○ 広島県防災会議などで,南海トラフ地 
震に関連する情報,避難に関する警戒レ 
ベルの導入に伴う防災気象情報の位置 
づけ等について説明した。 

 
 
 
○ 一般・学校等を対象とした出前講座
で，防災気象情報の利用について,周知
啓発を行った。 

 

行動する 

○ 住民への情報が的確に行われ 
るよう, 気象台と県・市町の緊密 
な情報交換を通じ、連携強化を図 
る。 

 
 
○ 大規模地震を想定した訓練を 

実施し,安全確保行動の確認や職 
場の体制確認を行う。  

○ 台長が 6月末までに県内全 23市町を
訪問,また新たに首長となった市に対し
て再訪問し「顔の見える関係」の構築並
びに連携強化を図ることを目的として,
各首長と懇談を行った。 

 
○ 気象台独自での徒歩参集訓練のほか,
大規模地震を想定した訓練を実施し,安
否確認や職場の体制確認を行った。ま
た、「『みんなで減災』一斉防災教室」に
ついて,6 月に実施した気象記念日イベ
ントにおいて周知を行った。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 企業・団体，防災関係機関が開
催する研修，訓練，講演会等での，
防災気象情報に関連する研修，後
援等の依頼には可能な限り対応
し，職員を派遣の上，防災気象情
報の普及啓発を図る。 

 
○ 地方公共団体防災担当者向け
気象防災ワークショップを関係
機関と連携して実施する。 

 
 
 
 
○ 気象庁ワークショップ「経験し
たことのない大雨 そのときど
うする？」について，関係機関と
連携して実施する。 

 
 
 

○ 国・県の大規模氾濫（時の）減災対策
協議会や県消防学校の他,地域防災リー
ダーを対象とした研修会等で防災気象
情報の利活用推進に係る普及啓発を行
った。 

 
 
○ 地方公共団体防災担当者向けの「気象
防災ワークショップ」を県と連携し,市
町の防災担当者に対して実施した。（2
回（15市町参加）令和元年 2月 9日現在）。 

 
 
 
○ （高等）学校教員を対象とした出前講
座等で,気象庁ワークショップ「経験し
たことのない大雨そのときどうする？」
を行った。（3回、令和元年 2月 9日現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

継続して 

取り組む。 

継続して 

取り組む。 

継続して 

取り組む。 

察知する 

 

学  ぶ 

継続して 

取り組む。 
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○ 地域防災支援の取組の強化を
行う 
 

 
・JETT（気象庁防災対応支援 

チーム）の体制強化や市町等
の関係機関と共同での「振り
返り」実施等の取組を一層推
進する。 

・平成 30 年７月豪雨で甚大な被
害を受けた市町へ協力を依頼
し、一部市町と地域の実情に応
じた「あなたの町の予報官」の
取り組みを先行実施する。 

○ 台風や大雨事例について，防災対応の
聞き取りと，注意報・警報を発表するタ
イミング等について説明を行い，県・市
町と振り返りを実施した。 

○ JETT（気象庁防災対応支援チーム）の
体制強化の取組として、台風接近時に
は、県庁へ職員を派遣し、防災気象情報
の解説を行い、防災活動の支援を行っ
た。 

○ 「あなたの町の予報官」の担当地域を
決定したが、取り組みは次年度から行う 

 予定。 

○ 地域防災支援
の取組の強化を
行う・JETT（気象
庁防災対応支援
チーム）の体制強
化や市町等の関
係機関と共同で
の「振り返り」実
施等の取組を一
層推進する。 
・地域の実情に
応じたきめの細
かい気象解説が
できるよう「あ
なたの町の予報
官」の取り組み
を実施する。 

 
【中国地方整備局】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知  る 

○ 防災教室,防災訓練,防災イ

ベント等 

（広島市を中心に展開予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ｢中国地方の防災に関する

連絡会｣における防災関連ポ

ータルサイトの提供(関係 51

機関と情報共有)および橋梁･

堤防等の｢リスクの見える化｣

に着手 

○ R1.05.11 防災イベント 

(イオン広島祇園) 

R1.05.31  土砂災害防止 

県民の集い(東広島芸術文 

化ホール) 

R1.08.03  防災イベント 

(マツダスタジアム) 

R1.09.07  防災イベント 

(安佐動物公園)  ほか 

R1.11.10  防災イベント 

（ソレイユ府中） 

R2.1.5   防災イベント 

（広島市出初め式） 

R2.3.14～15 防災イベント 

（呉ポートピアパーク） 

 

○中国地方の防災に関する連絡 

会において、以下の取り組み 

を実施  

・ 新たに会員を 1 機関追加 

（構成機関 51→52 機関） 

・ 防災関連ポータルサイトは 

常時提供中。 

・ リスクの見える化について 

は、堤防等の関係機関の資 

料を整理し、関係機関で共 

有。 

・ 大規模災害時における関係 

機関の支援メニューについ 

て、支援内容、支援上必要 

な情報、関係機関で共有す 

るとともに、県を通じて中 

国地方の市町村へ配付予 

定。 

 

○ 継続して取り組む。 

 ・ 防災教室,防災訓練,防災 

イベント等（広島市を中心 

に展開予定） 

 ・ 土砂災害防止県民の集い 

(尾道市)に参加予定 

 ・ ぼうさいこくたい 

２０２０＠HIROSHIMA に参 

加予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む。 

 ・ ｢中国地方の防災に関する 

連絡会｣における防災関連 

ポータルサイトの提供 

(関係 52 機関と情報共有) 

   

備 え る 
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・ 災害対応における関係機関 

の連携手順を整理し、関係 

機関で共有。 

・ 災害時において緊急車両が 

通行できるよう障害物等を 

除去し救援ルートを確保す 

る道路啓開計画（中国地方

道路啓開等協議会策定）に

ついて、関係機関と共有。 

 

○ 中国地方整備局WEBｻｲﾄ等にお

いて，以下の防災情報を提供 

【全般】 防災体制情報, 

TEC－FORCE 活動状況 

【河川】 全国川の防災情報 

（洪水予報,）水防警報,

ダム放流通知）,浸水想

定区域図,水文水質デー

タベース,NHK データ放

送での配信 

新たに，水害リスクラ

インによる一般への水

位情報提供を開始 

切迫感やリアリティー

のある河川状況を伝え

るため，簡易型河川監視

用カメラを開発し，2020

年度までに順次整備 

※ 「水害リスクライン」 

河川水位を上流から下

流まで連続した情報と

して見える化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 台風 10号に関する広島地方気 

象台と地方整備局による合同説 

明会を 8/15に開催し、災害のお 

それについて呼びかけを実施。ま 

た、会見の内容を YouTubeに公開 

し情報提供を実施。 

・ TEC-FORCEの活動状況につい 

て、7月の九州地方（宮崎県、鹿 

児島県）の活動、8月の九州地方

（福岡県、佐賀県）の活動、10月 

の関東地方（埼玉県、茨城県、 

神奈川県、群馬県、長野県）及 

び東北地方（宮城県）の活動状 

況を HPに掲載し、情報提供を実 

施。 

 

 

 

・ 水害リスクラインによる一般へ 

の情報提供について、概ね 200m 

毎に計算した水位と堤防の高さ 

との比較した危険度の情報を 

9/11から管内13水系において提 

供開始。 

・ 芦田川 15箇所、江の川（上 

流）26箇所、太田川 58箇所、小 

瀬川 10箇所、合計 109箇所に簡 

易型河川監視用カメラを整備。 

・ 切迫感やリアリティーのある河 

川状況を伝えるため、YouTubeを 

活用した河川監視カメラ映像配 

信を 7/11から高梁川と太田川で 

実施。 

・ 平成 30年 7月豪雨で土砂災害 

により甚大な被災を受けた 9地 

区において早期避難などに役立 

てていただくための渓流監視カ 

メラ画像の一般公開を R1.9.17 

開始。 

・ 情報発信の強化のため、ツイッ 

ターの SNS公式アカウントを通 

じた災害情報の提供を河川・砂 

防事務所、ダム管理所において 

試行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続して取り組む。 

察知する 

知   る 
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【道路】 道路情報提供(交通規

制，道路気象情報)，事

前通行規制区間情報，

冬季道路情報(道路ラ 

イブ画像，通行止め予定

区間) 

【港湾】 ナウファス(全国港湾

海洋波浪情報網) 

 

 

○ 携帯電話事業者が提供する

緊急速報メールサービスを活

用した洪水情報のプッシュ型

配信を広島県内全域で実施 

 

○ 危機管理型水位計による情

報提供 

・ 設置した危機管理型水位計 

により越水危険箇所の水位 

情報を公開し，住民の主体 

的な避難を促進 

○ 平成 30年 7月豪雨で土石流 

被害を受けた地区でのワイヤ 

ーセンサー設置による警戒 

 

○ 防災情報 WEBサイトのリニュ

ーアルを実施 

 

・ その他の防災情報の提供につい 

ては継続実施中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 実施中であるが、R1年度は実 

績はなし。 

 

 

 

○ 5/30までに芦田川 26箇所、 

江の川（上流）64箇所、太田川 

92箇所、小瀬川 15箇所、合計 

197箇所に危機管理水位計を設 

置し、情報提供を開始。 

 

○ H30.11.9までにワイヤーセ 

ンサーを１４箇所において設置 

しており、継続実施中。 

 

○ 防災情報 WEBサイトのリニュ 

ーアルを実施。 

（平成 31年 4月 1日） 

行動する 

○  ｢中国地方の防災に関する

連絡会｣における情報共有・伝

達訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 多機関連携型タイムライン

の策定 

（芦田川，江の川，小瀬川）  

 ・ 行政･交通･ライフライン･ 

マスメディア等からなる検 

討会を設置予定 

 

 

 

 

 

 

○ H30.7豪雨課題検討専門部 

会・連携訓練専門部会・南海 

トラフ巨大地震対策計画専門 

部会（10/29、1/30）、中国地 

方の防災に関する連絡会 

（2/13）を開催し、関係機関 

の取り組みについて意見交 

換・情報共有を実施。また、 

大規模災害対応連携訓練 

（1/17）を実施し、関係機関 

の連携手順を確認し、関係機 

関の連携協力を強化。 

 

○ 芦田川（8/26），江の川 

（8/30）に策定済み。小瀬川 

は 11 月 11日に検討会を発足 

し、令和 2年 2 月 6に日第 3 

回検討会を開催しており、年 

度内を目標に策定予定。 

 

・ 住民一人一人がいざという時 

のための避難行動を考えるマ 

イ・タイムラインの作成支援 

を実施（芦田川）。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

〇 他機関連携型タイムライ 

ンの運用 

 ・ 小瀬川は 4/1 に太田川河 

川事務所 HP に掲載した。 

 ・ 各河川において運用を行 

い，出水後に運用実績に基 

づき振り返りを行い，課題 

があれば改善し，必要に応 

じて改定する。 

 

 

 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

察知する 
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○ 要配慮者利用施設について

｢講習会の企画調整及び運営

マニュアル｣を提供し，避難対

応の推進を支援 

○ 三次市と調整中。 ○ 継続して取り組む。 

 

○ 防災教室,防災訓練,防災イ

ベント等（広島市を中心に展

開予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災・河川環境教育の取組

強化 

・ 教育現場と連携・協力し， 

防災教育の支援及び河川環 

境学習の支援を実施(整備 

局が持っている災害時のリ 

アルな写真や映像・データ 

などを提供，気象台・地理 

院とも連携した取組を実 

施) 

（芦田川における指導計画

(案)等を作成し，情報提供

予定） 

○ ７月豪雨関連の記録誌の HP 

への掲載 

○ R1.05.11 防災イベント 

(イオン広島祇園) 

R1.05.31  土砂災害防止 

県民の集い(東広島芸術文 

化ホール) 

R1.08.03  防災イベント

(マツダスタジアム) 

R1.09.07  防災イベント

(安佐動物公園)  ほか 

R1.11.10  防災イベント 

（ソレイユ府中） 

R2.1.5   防災イベント

（広島市出初め式） 

R2.3.14～15 防災イベント

（呉ポートピアパーク） 

 

○ 芦田川における防災教育に

おける指導計画(案)等を作成

し，第 5 回芦田川水系大規模

氾濫時の減災対策協議会

（5/29 開催）にて情報提供を

実施。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中国地方整備局の HPにて掲

載中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

継続して取り組む。 

学  ぶ 

行動する 
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【広島県市長会（広島市）】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知    る 

○ 各種広報媒体により以下の

内容を広報する。 

・ 災害に関する一般知識 

・災害に対する平素からの備え 

・ 防災情報の意味 

・ 防災情報を入手した際の安全 

確保行動 等 

○ 既存の防災普及啓発冊子を

更新し，「たちまち防災」とし

て発行予定。 

○ 広島市ＨＰや、市政出前講 

座、講演会・研修会、各種イ 

ベント等により、災害に関す 

る一般知識や、平素からの備 

えを周知した。 

 

○ 広島市防災普及啓発冊子 

「たちまち防災」を発行。 

今後、講演会や防災訓練で配 

布するほか、たちまち防災を 

活用した地域防災リーダーに 

よる研修等を実施予定。 

 

 

察知する 

○ 避難勧告等の伝達 

○ 避難情報の入手方法の周知 

  緊急速報メールの活用の周

知 

○ 広島市防災情報メールの登

録促進 

配信システムを更新し，小

学校区単位で配信先を選択で

きるよう改修予定 

○ 防災受信機の利用促進 

○ Ｗｅｂカメラの設置補助 

○ 広島市防災情報メールの機 

能を拡充した。（区単位での配 

信から小学校区単位で配信に 

改修）これにより、不要なメ 

ールが届く頻度が減り、避難 

情報の効果的な伝達が可能と 

なった。 

 

○ 防災受信機や防災ライブカ 

メラの設置補助制度を設け、 

災害の危険性を察知する手段 

を確保するための支援を行っ 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

○ 避難誘導アプリの周知 

行動する 

○ 自主防災組織による防災訓

練に対する補助 

 

 

○ 地域独自の防災マップ「わが

まち防災マップ」の作成支援 

 

 

 

 

○ 現在地の危険度の確認や、そ

の場所から適切な指定緊急避

難場所等へ誘導するための避

難誘導アプリの開発（令和２年

４月運用開始予定） 

○ 防災訓練の実施に係る補助 

金を交付する制度を設け、自 

主防災組織が効果的な訓練を 

実施できるよう支援した。 

 

○ 地域の危険性を自ら確認 

し、災害に備えることのでき 

る「わがまち防災マップ」の 

作成を支援した。 

 

○ 現在地の危険度の確認や、 

その場所から適切な避難場所 

等へ誘導するための避難誘導 

アプリを開発中（令和２年４ 

月運用開始予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

○ 避難誘導アプリの周知 

学    ぶ 

○ 自主防災組織による防災講

演会や研修会等の開催に対す

る支援 

 

 

 

 

 

○ 2月2日に防災シンポジウム

を実施し、近年の災害や気象

に関する講演や、市内で活動

が活発な団体の活動紹介を実

施した。 

 

○ 継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 



－ 33 － 

 

○ 講演会・研修会・市政出前講

座の開催 

○災害を追体験できる取組の推

進 

○ こどもを対象とした防災体

験学習の実施 

○ その他、各区や地域で防災

に関する研修会や出前講座を

実施した。その他、自主防災

組織と連携し、夏休み期間中

に避難所となる体育館等を利

用した防災体験学習「防災キ

ャンプ」を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【新規】 

○ 普及啓発冊子「たちまち防

災」を活用し、地域防災リー

ダーが研修を実施する。 

 

○ 防災リーダーの養成事業の

実施 

 

 

 

○ 企業や各種団体が開催する

防災イベントと連携し、日頃か

らの備えを啓発 

○ 地域の自主防災会長をサポ

ートし、防災面でリーダーシ

ップの取れる広島市地域防災

リーダーの養成を実施。 

 

○ 各種防災イベントにおいて

非常持ち出し品の必要性や見

本等を示し、日頃からの備え

を啓発した。 

 

 

 

  

 

 
【広島県町村会（坂町）】 

行動目標 取組内容 
令和元年度の取組 

実施状況 
令和２年度の取組等 

知 る 

○ 「地震防災マップ」・「津波・

高潮ハザードマップ」，「土砂災

害ハザードマップ」を転入者等

に配布し啓発を実施 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認方法 

を広報誌や町ＨＰで周知 

 

土砂災害ハザードマップについて 

は町内全地区の警戒区域指定が終 

了予定であるため，新たに作成す 

る 

 

 

○ 町内全域の土砂災害ハザード

マップの作成 

 

○ 左記の取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 予定通り令和元年度中に 

土砂災害ハザードマップを 

作成する。 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

○ 令和元年度作成の町内

全域土砂災害ハザードマ

ップの配布・広報誌や HP

での周知 

 

学  ぶ 

継続して取り組む。 

継続して取り組む。 

備 え る 
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察知する 

○ 防災行政無線により災害情報

を周知すると共に，町の自主避

難先の開設情報や高台等への駐

車場確保に関する情報を周知 

 

○ 町の登録制メールによる，災

害情報や避難所等の開設情報の

周知 

 

○ エリアメールによる，災害情

報の周知 

（NTT ドコモ，KDDI，ソフトバン

ク） 

 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を開始

し，避難情報をより確実に伝達 

 

○ 左記の取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 楽天モバイルがエリアメ

ールサービスを開始するこ

とに伴い新たに配信キャリ

アの追加を実施 

 

○ 貸与した戸別受信機に対

して難聴世帯に個別アンテ

ナ設置・役場庁舎設置アン

テナの増設を行い、避難情

報をより確実に伝達でき 

るように実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

○ 消防団における登録者

数増強（令和元年度は副

分団長以上の登録） 

 

 

行動する 

○ 避難施設をいち早く開設する

体制を庁内で整備 

 

○ 避難準備・高齢者等避難開始

を発令する前であっても，災害

の危険性が考えられる場合，ま 

た夜間になる前に自主避難所を 

開設 

 

○ 消防団と協働し，町内全地域 

の災害に対応可能な体制を整 

備 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

○ 消防団の主要な連絡手   

 である移動系無線機につ

いてデジタル更新・配備

数の増強を行う。 

学 ぶ 

○ 防災リーダー養成講座開催 

 ・防災士養成講座の受講 

 

○ 防災士養成講座受講者の募集 

  

 

 

 

【新規】 

○ 自主防災会養成講座開  

 催 

 

備 え る 

○ 避難情報発令時に「非常持出

品の携行」について防災行政無

線等で周知 

 

○ 公共施設において非常持出品

の準備を提唱。公共施設におい

て非常持出品の展示し啓発実施 

 

○ 町広報誌においても備蓄の呼

びかけ 

 

 

 

 

 

 

○ 最低限の備蓄物資（飲料

水・毛布・食料）について 

 分散備蓄を行った。 

 

 

継続して取り組む 

継続して取り組む 

継続して取り組む 

左記の取組を実施した。 

左記の取組を実施した。 
継続して取り組む 

左記の取組を実施中した。 
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【広島県教育委員会】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

知   る 

○ ハザードマップ等を活用

し，災害危険箇所，避難場所，

避難経路を確認 

訓練実施後に避難場所・避

難経路等の見直しを実施する

よう指導 

 → 平成 31年度健康教育行政

係担当者連絡協議会におい

て，市町の担当者に取組内

容を説明し，所管の学校に

おいて実施するよう依頼 

○ 令和元年度健康教育行政係

担当者連絡協議会において，

市町の担当者に取組内容を説

明し，所管の学校において実

施するよう依頼した。 

 

 

 

 

 

 

○ 令和元年度学校安全指導者

講習会において，県砂防課，

減災対策推進担当，広島地方

気象台からハザードマップ，

気象情報等の最新情報を提供

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ まち歩きや防災ﾏｯﾌﾟの作成

による災害危険箇所等の確認 

 → 平成 31年度健康教育行政

係担当者連絡協議会におい

て，市町の担当者に取組内

容を説明し，所管の学校に

おいて実施するよう依頼 

 

○ 一斉防災訓練への参加や避

難行動の確認 

 → 前年度末に，一斉防災訓

練の年間の予定を周知し，

計画的に一斉防災訓練に参

加できるように促した。 

○ 文部科学省作成の「『生きる

力』をはぐくむ学校での安全

教育(改訂版)」及び「学校の

危機管理マニュアル作成の手

引」を参考に危機管理マニュ

アルの作成・見直しを図るよ

う周知するとともに，豪雨災

害後に，通学路の危険箇所を

確認すること，危機管理マニ

ュアルの見直しを実施するよ

う周知 

○ 令和元年度健康教育行政係

担当者連絡協議会において，

市町の担当者に取組内容を説

明し，所管の学校において実

施するよう依頼した。 

 

 

 

○ 左記の取組を実施した。 

 

 

 

 

 

○ 令和元年度学校安全指導者

講習会において，『生きる力』

をはぐくむ学校での安全教育

(改訂版)」及び「学校の危機

管理マニュアル作成の手引」

を参考に危機管理マニュアル

の作成・見直しの現状を確認

した。 

○ 継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  ぶ 

○ 町内会，自主防災組織等，

地域と連携した防災訓練の実

施 

 → 平成 31年度健康教育行政

係担当者連絡協議会におい

て，市町の担当者に取組内

容を説明し，所管の学校に

おいて実施するよう依頼 

 

○ 県消防保安課が作成した

「自主防災組織と小学校・中

学校との連携による活動事

例」を周知し，自主防災組織

と連携した防災活動の取組の

推進を促した。 

 

 

 

○ 継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

継続して取り組む。 

行動する 

継続して取り組む。 
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○ まち歩きや防災マップの作

成による災害危険箇所等の確

認 

 → 地域の危険箇所の確認及

び地域の災害碑等をめぐる

などして，防災マップの作

成・活用を依頼 

○ 学校における防災教育の推  

 進 

 ・「防災教育の手引[別冊]」を

作成し，実践事例等を活用

した「防災に関する授業」

の推進 

 ・ 早期に防災教育を推進す

るための教職員研修を実施

（防災教育を推進する教職

員への研修が充実するよう

研修内容を検討） 

・ 学校安全担当者を対象と

したＨＵＧやＤＩＧ，目黒

メソッド等を活用した図上

訓練や担架搬送体験の実施 

 ・ 共通の教材を活用しての，

災害危険箇所，避難場所，

避難経路等について，全学

校及び家庭における確認 

 ・ 専門機関等（国交省，広

島地方気象台等）と連携し

た防災教育等の推進 

 

○ ホットライン教育ひろしま

で公民館職員に，公民館等で

防災等をテーマにした学習講

座を企画する際に活用できる

情報を提供 

 

○ 広島県自然災害に関する防

災教育の手引［別冊］を作成

し，災害碑をめぐるフィール

ドワークの実践を紹介した。 

 

 

 

○ 広島県自然災害に関する防

災教育の手引［別冊］を作成

し，災害碑をめぐるフィール

ドワークの実践等の防災教育

実践事例の活用を促した。 

 

○ ６月に令和元年度学校安全

指導者講習会を開催し，学校

安全担当者を対象にＨＵＧを

実施するとともに，広島地方

気象台等の専門家を招聘し

て，最新情報を提供し，防災

教育の充実を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 公民館等が地域の防災に関

する啓発活動等を行うに当た

り，土砂災害防止に係る啓

発・伝承パネル等の教材情報

を提供した。その結果，県砂

防課から 10館に教材の貸出し

が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

・「ひろしまマイ・タイムラ 

イン」の活用事例を紹介 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

継続して取り組む。 

学  ぶ 
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【広島県】 

行動目標 取組内容 令和元年度の取組の実施状況 令和２年度の取組内容等 

 

○ 災害危険箇所，避難場所，

避難経路の確認の促進 

・ 地域，企業，学校等の参加 

による「一斉防災教室」の実 

施（5/13～6/6） 

 

・ 報道機関との連携によるテ

レビ・ラジオ等を通じた定期

的な広報の実施 

・ 防災教室，広報誌，広報番

組，イベント等において，「広

島県防災 Web」やﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ「み

んなで減災 はじめの一歩」な

どの利用促進 

・ 県内の大規模イベント等に

おける，「みんなで減災」推進

大使による呼び掛け 

 

 

 

 

 

 

 

・ 県内の大規模企業への訪問

による従業員及びその家族に

よる実施働きかけ 

 

 

 

 

・ 中小事業者等に対する事業 

継続計画（BCP）の策定支援 

１ 目的 

災害等の緊急時に強靭かつ 

柔軟な事業活動ができる環境の

整備 

２ 実施予定 

(1)事業継続計画（BCP）の策定指

針やﾏﾆｭｱﾙ等の作成 

(2)事業継続計画（BCP）策定講座

等の開催 

 (3)事業継続計画（BCP）策定推進

ﾌｫｰﾗﾑの開催 

○ 災害危険箇所，避難場所， 

避難経路の確認の促進 

・ 地域，企業，学校等の参加 

による「一斉防災教室」の実 

施（5/13～6/6） 

→ 参加者約 63 万 1千人 

・ 報道機関との連携によるテ

レビ・ラジオ等を通じた定期

的な広報を実施した。 

・ 防災教室，広報誌，広報番 

組，イベント等において，「広

島県防災 Web」やﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ「み

んなで減災 はじめの一歩」な

どの利用を促進した。 

・ 県内の大規模イベント等に 

おける，「みんなで減災」推進 

大使による呼び掛け 

→ 「安佐南防災ﾌｪｽ(5/11)」,

「防災ひろば in ﾏﾂﾀﾞｽﾀｼﾞｱ 

ﾑ（8/3）」，「無印良品『いつ

ものもしもの防災教室」 

（9/15），「ひろしま空の日ふ 

れあい秋まつり（10/20）」 

・ 県内の大規模企業への訪問

による従業員及びその家族

による実施働きかけ 

（51社，計 249 社[H28～]） 

・ 県内の中小企業への訪問に 

よる従業員及びその家族に

よる実施働きかけ〔商工労

働局と連携〕（1,527社） 

・ 中小事業者等に対する事業 

継続計画（BCP）の策定支援 

【BCP 普及ﾌｫｰﾗﾑ】 

   ～ BCP の目的･意義等の必要性

を訴え，その普及促進を図る。 

    ・ 7/24 福山  ・ 9/19 広島 

     ・ 11/21 福山 ・ 12/19 三次 

【BCP 策定講座】 

   ～ 1 日で完結する｢使える BCP｣

策定講座 

   ・ 6/17～20 広島 

・ 8/20～23 福山 

・ 10/21･23～25 広島 

・ 12/2～4・6 福山  

・ 1/23～24 三次 

【BCP 検証机上演習】 

   ～ BCP 策定講座で策定した BCP 

の有効性を確認する講座 

   ・ 8/19 広島  ・ 9/20 福山 

  ・ 11/22 広島 ・ 12/20 福山 

  ・ 2/21 三次  

・その他個別セミナー ９回 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 訪問した企業に対し，引き

続き，「知る」取組が進むよ

う，要望に応じて必要な支援

を行う。 

 

 

 

 

 ・ 継続して取り組む。 

  （令和 2年度，拡充実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.BCP の策定 
回数を拡充し，県内中小事業者等に

対して，ＢＣＰの必要性や危機管理

体制の整備を訴える「ＢＣＰ策定・

ＢＣＭ活動推進フォーラム・セミナ

ー」の開催，ＢＣＰを策定するため

の「ＢＣＰ策定講座」の開催及び，

ＢＣＰの効果検証等を試みる「机上

演習」を実施する。 

2. 映像媒体による周知活動 

フォーラム・セミナーへの参加誘導

としての映像の配信や，ＢＣＭ活動

の推進としての社内教育・研修用教

材の提供等を行う。 

3. 共助体制の構築 

ＢＣＰの実効性をさらに高めるた

めに，ＢＣＰ策定講座等参加事業者

間で，共助体制の推進を進めていく

ための研究や，情報交換を行える場

を提供する。 

継続して取り組む。 

知  る 
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○ 土砂災害警戒区域等の指定

に係る基礎調査の実施等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 土砂災害警戒区域等の指定

住民への説明会の開催等 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ため池ポータル」による

情報の周知 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 土砂災害警戒区域等の指定

に係る基礎調査の実施等 

・「基礎調査実施計画」に基づ

く土砂災害警戒区域等の指定

が完了した。 

・ ヤフー㈱と連携した「防災

マップ」の共同開発，自主防

災組織の代表者を対象とし

た防災教室の開催，高齢者を

対象としたポスターやパン

フレット等の作成・配置な

ど，避難につながる取組を推

進した。 

○ 土砂災害警戒区域等の指定

住民への説明会の開催等 

 ・ 95小学校区の住民説明会を

開催 

・ また，説明会の開催案内にあ

たり，説明会で使用する土砂

災害警戒区域等位置図に避難

場所等を併せて掲載したハザ

ードマップを対象地域の全戸

に配布した。 

○ 「ため池ポータル」による

情報の周知 

  防災重点ため池についての

令和元年度に作成した浸水想

定区域図を追加公開した。 

〇山地災害危険地区情報の周知 

県ホームページ上で「山地

災害危険地区情報」の公開に

向けてシステム構築を実施し

た。また，市町にも電子デー

タを情報提供することによ

り，地域防災計画等に活用で

きるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ぼうさいこくたい 2020」

開催に伴う，広島市と連携し

た「知る」取組の推進 

 （10/3～4） 

○ 土砂災害警戒区域等の認

知度向上の取組 

・新たに「土砂災害警戒区域

等を示した標識」を設置し，

土砂災害警戒区域等の更な

る認知度を図る。 

 ・引き続き，「呼びかけ避難」

のポスターの掲示や，自主

防災組織の代表者を対象

とした防災教室の開催な

ど，避難につながる取組を

推進し，指定効果を高める

取組を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む。 

引き続きデータの整理を

行い，マップ上で公表するた

め池を順次拡大する。 

 

○ 継続して取り組む。 

年度当初から県ホームページ

上で，「山地災害危険地区情報」

を公開するとともに，市町に同

様のデータを情報提供するこ

とにより，地域防災計画等に活

用してもらう。 

 

 

1.広島県版マニュアルの策定 

ＢＣＰ策定講座において，企業が 

独自のＢＣＰの策定及びＢＣＰ 

の活動に取組むための，策定・活 

動の指針や広島県独自のマニュ 

アルを作成し，県内での周知活動 

に活用した。 

【成果物】 

■事業継続計画書  

■初動・復旧対応手順書 

■事務局運営手順書 

■事業継続ガイドライン 
 
2.参加事業者数 

■フォーラム参加企業数 218社 

■策定講座参加企業数  163社 

■机上演習参加企業数   50社 

知  る 
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○ ５段階警戒レベルの防災

情報の提供についての周知 

○ ５段階警戒レベルの防災情

報の提供についての周知 

→  国の「避難勧告等に関す

るガイドライン」の改定によ

り，導入されることとなった

５段階警戒レベルの防災情

報の提供について，出水期ま

でに県民に浸透させるため，

テレビ・ラジオを活用した広

報のほか，市町へのチラシの

配布など，集中的な啓発の取

組を行った。 

 

○ 継続して取り組む。 

年度当初から県ホームペ

ージ上で，「山地災害危険地

区情報」を公開するととも

に，市町に同様のデータを

情報提供することにより，

地域防災計画等に活用して

もらう。 

○ 継続して取り組む。 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」 

 ・「ひろしまﾏｲ･ﾀｲﾑﾗｲﾝ」を制

作し，全小学校に配布し

て，作成を促す。 

 ・また，自主防災組織等へ配

布し，地域の防災教室等で

活用を促す。 

 ・デジタル版の制作 

○ 災害を可視化するための

VR 教材の作成及びその教

材を活用した疑似体験の

実施 

察知する 

○ 気象情報・防災情報の意味

の周知や，防災情報メールへ

の登録促進 

・ 報道機関との連携による，

テレビ，ラジオ等を通じた，

定期的な広報の実施 

 ・ 県内の大規模イベント等に 

おける，「みんなで減災」推進 

大使による周知 

 

 

 

 

 

 

 ・ 県広報番組，県広報誌等を

通じた防災情報メールの登

録の呼びかけ 

 ・ 県内企業を訪問し，従業

員及びその家族による登録

を働きかけ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 気象情報・防災情報の意味 

の周知や，防災情報メールへ 

の登録促進 

・ 報道機関との連携による， 

テレビ，ラジオ等を通じた， 

定期的な広報を実施した。 

・ 県内の大規模イベント等に

おける，「みんなで減災」推

進大使による周知 

→ 「安佐南防災ﾌｪｽ(5/11)」,

「防災ひろば in ﾏﾂﾀﾞｽﾀｼﾞｱ ﾑ   

（8/3）」，「無印良品『いつも 

のもしも防災教室（9/15）』」，

「ひろしま空の日ふれあい秋 

まつり（10/20）」〔再掲〕 

・ 県広報番組，県広報誌等を 

通じた防災情報メールの登

録の呼びかけを行った。 

・ 県内企業を訪問し，従業員 

及びその家族による登録を

働きかけを行った。〔再掲〕 

・ ヤフー㈱と連携した「防災

マップ」の共同開発，自主

防災組織の代表者を対象と

した防災教室の開催，高齢

者を対象としたポスターや

パンフレット等の作成・配

置など，避難につながる取

組を推進した。〔再掲〕 

 

 

 

○ 継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  る 
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○ 「避難行動を促進する可能

性のあるメッセージ」の活用

促進 

 ・ 2 月に実施した県民意識調

査の結果において，避難行

動を促進する可能性の高い

メッセージが分かったこと

から，市町や報道機関のほ

か，全国知事会を通じて，

他の都道府県にその活用を

お願いした。 

○ 継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことに

よる「察知する」取組の推

進 

行動する 

○ 災害の状況に応じた適切な

避難行動等の周知や防災訓練

等への参加の呼びかけ 

・ 報道機関との連携による，

テレビ，ラジオ等を通じた，

定期的な広報の実施 

 

 ・ 県内の大規模イベント等に 

おける，｢みんなで減災｣推進 

大使による周知 

 

 

 

  

 

 

 

・ 「一斉防災教室」の実施 

（5/13～6/6） 

 

 

 ・ 県内企業を訪問し，従業員

及びその家族に訓練等への

参加を働きかけ〔再掲〕 

・ 地域，企業，学校等の参加

による「一斉地震防災訓練」

の実施（11/1） 

○ 災害の状況に応じた適切な

避難行動等の周知や防災訓練

等への参加の呼びかけ 

・ 報道機関との連携による，

テレビ，ラジオ等を通じた，

定期的な広報の実施した。

〔再掲〕 

 ・ 県内の大規模イベント等に 

おける，｢みんなで減災｣推進 

大使による周知 

→ 「安佐南防災ﾌｪｽ(5/11)」,

「防災ひろば in ﾏﾂﾀﾞｽﾀｼﾞｱ 

ﾑ（8/3）」，「無印良品『いつ

も の も し も 防 災 教 室

（9/15）』」，「ひろしま空の

日 ふ れ あ い 秋 ま つ り

（10/20）」〔再掲〕 

 ・ 「一斉防災教室」の実施 

（5/13～6/6） 

→ 参加者約 63 万 1千人 

〔再掲〕 

 ・ 県内企業を訪問し，従業員

及びその家族に訓練等への

参加を働きかけ〔再掲〕 

 ・ 地域，企業，学校等の参加

による「一斉地震防災訓練」

の実施（11/1） 

   → 参加者約 54 万人 

 ・ 「行動事例集『わたしたち

は，なぜうまく避難できない

のだろう』」の作成・配布 

  ～ 県民の避難行動に繋げる

ことを目的に，平成 30 年 7

月豪雨災害に関する避難行

動の面接調査から得た証言

をもとに行動事例集を作成  

自主防災組織等へ配布し，

地域の防災教室での活用を

図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことによ

る「行動する」取組の推進 

継続して取り組む。 

察知する 
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○ 地域，企業，学校等の参加

による「一斉防災教室」の実 

施（5/13～6/6） 

 

 

○ 女性が参画する団体・サー

クル等を対象にした，防災活

動の女性リーダーの育成 

 ・ 「女性のための防災プログ 

ラムトレーナー講座」を開 

催 

 

 

 

 

○ 高齢者サロン等の多世代が 

集う場における防災教室の実 

践促進 

・ ふれあいサロン防災プログ 

ラムトレーナー養成講座を 

開催 

 

○ 報道機関と連携した定期的

な広報により，防災教室や防

災訓練等への参加促進，災害

から命を守る行動などについ

て周知 

○ 県内の大規模イベント等に

おいて，「みんなで減災」推

進大使による防災教室の実

施 

 

 

 

 

 

○ 県内の大規模イベント等に 

おける職員による防災教室の 

実施 

○ 地域，企業，学校等の参加

による「一斉防災教室」の実 

施（5/13～6/6） 

→ 参加者約 63 万 1千人 

〔再掲〕 

○ 女性が参画する団体・サー

クル等を対象にした，防災活

動の女性リーダーの育成 

 ・ 「女性のための防災プログ 

ラムトレーナー講座」を開

催 

→ 6/15 広島:31 名，6/18:

廿日市 17名，6/20 三次:23

名,6/25 海田:29 名，6/27

福山:29名，7/4呉:32 名 

○ 高齢者サロン等の多世代が 

集う場における防災教室の実 

践促進 

・ ふれあいサロン防災プログ 

ラムトレーナー養成講座を

開催 

→ 9/4広島:53 名 

9/6世羅:20 名 

○ 報道機関と連携した定期的

な広報により，防災教室や防

災訓練等への参加促進，災害

から命を守る行動などについ

て周知を行った。〔再掲〕 

○  県内の大規模イベント等に 

おいて，｢みんなで減災｣推進 

大使による防災教室の実施 

→ 「安佐南防災ﾌｪｽ(5/11)」,

「防災ひろば in ﾏﾂﾀﾞｽﾀｼﾞｱ ﾑ

（8/3）」，「無印良品『いつも

のもしも防災教室（9/15）』」，

「ひろしま空の日ふれあい秋

まつり（10/20）」〔再掲〕 

○ 県内の大規模イベント等に

おける職員による防災教室の

実施 

 → 「安佐南防災ﾌｪｽ(5/11)」, 

「福山ばら祭(5/18),「防災

ひろば in ﾏ ﾂ ﾀ ﾞ ｽ ﾀ ｼ ﾞ ｱ  ﾑ

（8/3）」,「防災ｲﾍﾞﾝﾄ in 安

佐動物園（9/7）」，「ひろしま

トラックまつり(10/13)」,

「ひろしま空の日ふれあい

秋まつり(10/20)」,「南区安

全･安心なまちづくりﾌｪｽﾃｨ

ﾊﾞﾙ(11/4)」,「ふちゅう防災

王国 2019(11/10)」,「広島市

消防出初式(1/5)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事業者向けｾﾐﾅｰにおいて，

企業や事業所における防災に

関する取組事例などの学習 

〔再掲〕 

 

 

 

 

 

学  ぶ 

 

継続して取り組む。 



－ 42 － 

 

○ 県内企業への訪問の一環と 

して，訪問先からの要請に応 

じて，社内研修等の講師とし 

て職員を派遣 

○ 県内企業への訪問の一環と 

して，訪問先からの要請に応 

じて，社内研修等の講師とし 

て職員を派遣 

・ 5/25 広島県テント工業組合 

・ 7/5 アステラス製薬㈱ 

・ 7/11 損保ジャパン㈱ 

・ 7/17 ㈱マツダ 

・ 7/31 ＪＡ 

・ 9/5,9/26  

広島県臨床検査技師会 

・ 1/17 女性防火クラブ 

 

○ 継続して取り組む。 

○ 「土砂災害防止県民の集い」

の開催 

 

 

 

 

○ 県防災 Web に過去の災害記

録を掲載（地域の砂防情報ｱｰｶ

ｲﾌﾞ，広島県の砂防資料館等） 

 

 

 

○ 県内の小中学校に職員を派

遣し，「砂防出前講座」を実施 

 

○ 近年多発する山地災害や防

災対策への理解を深めるとと

もに，防災に対する関心を高

めていただくため，学生対象

の出前講座を開催 

○「土砂災害防止県民の集い」

の開催状況等 

・ 5 月 31 日に東広島芸術文化

ホール くららで開催し約

450人が参加した。 

 

○ 提供された過去の災害写真

や体験談等は，運営会議によ

る審査を経て，「地域の砂防情

報アーカイブ」に，新たに 155

点を追加 

 

○ 県内の小中学校に職員を派

遣し，「砂防出前講座」を実施 

→ 小中学校 39校 

〇災害復旧事業の執行に注力

し，出前講座の開催には至ら

なかった。 

 

 

○ 「行動事例集『わたしたち

は，なぜうまく避難できない

のだろう』」の作成・配布 

 ～ 県民の避難行動に繋げる

ことを目的に，平成 30 年 7

月豪雨災害に関する避難行

動の面接調査から得た証言

をもとに，行動事例集を作成  

自主防災組織等へ配布し，地

域の防災教室での活用を図っ

た。〔再掲〕 

○ 継続して取り組む。 

・ 令和 2年 6月 1日に尾道市 

で開催 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む。 

 

 

○ 事業実施時の事業説明の

対象者を幅広くし，防災に対

する関心を高めるとともに，

防災対策への理解を深めて

いただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことによ

る「学ぶ」取組の推進 

○ 災害を可視化するための

VR 教材の作成及びその教材

を活用した疑似体験の実施 

〔再掲〕 

 

 

 

 

 

 

学   ぶ 
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○ 報道機関と連携した定期的 

な広報により，非常持出品の 

備えなどについて周知 

○ 「みんなで減災」備えるフ 

ェアの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災リーダーの養成及び自

主防災組織の育成強化 

自主防災組織の設立や活発 

化の支援及び自主防災アドバ 

イザーの育成・派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織による避難の

呼びかけの体制づくり支援を

実施し，自主防災組織の機能

強化を図る。 

○ 報道機関と連携した定期的 

な広報により，非常持出品の 

備えなどについて周知した 

○ 「みんなで減災」備えるフ

ェアの開催 

→ ﾎｰﾑｾﾝﾀｰやｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰな

どの生活に身近な場所におい

て，非常持出品の特設ｺｰﾅｰを

設置するなど，非常持出品と

して備えるべきものや，ﾛｰﾘﾝ

ｸﾞｽﾄｯｸといった備え方の工夫

などを周知 

   ・ 8/31～9/16 40社，2,352 

店舗参加 

上記各期間中，「みんなで 

減災」推進大使による「親 

子で学べる防災教室」など 

を開催 

  ・ 2/29～3/15 42社，2,391 

店舗参加 

   上記各期間中，「みんなで 

減災」推進大使による「親 

子で学べる防災教室」な 

どを開催 

 

 

○ 防災リーダーの養成及び自

主防災組織の育成強化 

自主防災組織の設立や活発 

化の支援及び自主防災アドバ 

イザーの育成・派遣 

→ ・ 自主防災組織の設立促

進や活性化を図るため，  

機運が高まらない地区や

活性化していない組織へ

派遣し，継続的に指導助

言した。 

・ また，自主防災アドバイ

ザーの指導力の維持・向

上を図るため，「スキルア

ップ研修」を実施した。 

   ・アドバイザー登録者数：

218名 

○ 県内の 22組織で，市町，自 

主防災アドバイザーと連携

し，自主防災組織による避難

の呼びかけ体制づくり支援を

実施 

○ 継続して取り組む 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことによ

る「備える」取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

備 え る 


